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サ
ー
・
タ
ル
誌
・
タ
イ
プ
印
刷

　
太
洋
社
総
合
印
刷
（
株
）

　
　
　
　
　
　
口
笛
尻

　
紙
面
案
内

一
面
・
こ
１
ス

　
　
ー
ー
ア
ピ
ー
ル

ニ
面
企
画

現
三
里
塚
珊
端
で
は
日
常
的
な
一
鋤

鍬
の
暴
挙
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
三
里

１

あ
る
フ
’
ｃ
す
る
こ
ど
は
一
切
許
さ
れ
な
い
。
帝
国
主

義
日
本
ヽ
『
繁
栄
』
日
本
形
娯
の
た
め
に
こ
そ
、
哨

鮮
、
沖
Ｓ
の
自
性
ど
苦
し
み
は
要
求
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
し
た
が
ウ
刄
在
日
・
噸
ｓ
明
絆
人
民
、
沖
縄

労
庸
民
衆
の
反
帝
闘
争
を
支
持
レ
、
か
つ
帝
国
主
義

の
攻
Ｉ
を
り
防
斯
す
。
’
Ｑ
こ
ど
は
、
日
本
人
民
に
贋
ｔ

ら
れ
た
一
史
飼
な
、
国
際
主
佩
的
な
資
扁
で
あ
ろ

う
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

　
¥
4
t
r

4
1
1
権
Q
I
徐
君
、
Ｊ
時
一
さ
ん
に
対
ず

る
死
屑
判
決
と
陶
一
明
鮮
民
衆
、
在
日
刳
鱒
人
に
対

す
る
弾
圧
受
斯
苧
糾
俸
す
。
’
Ｑ
。
そ
し
て
、
判
決
の
皺

回
ぺ
徐
君
の
身
体
、
生
命
の
保
障
と
、
我
利
を
民

衆
の
前
に
大
衆
ｔ
す
る
こ
と
奢
韓
国
大
使
館
を
通
じ

ｒ
喪
求
す
る
。

　
泰
で
の
心
今
Ｑ
学
友
鯖
君
に
訴
え
る
。
徐
君
、
Ｊ

一
時
さ
ん
へ
の
死
刑
判
決
を
許
す
な
。
楡
君
に
支
援

の
手
を
。
一
名
と
カ
ン
パ
を
。
韓
国
大
使
Ｓ
へ
抗
議

文
需

　
　
雍
北
鋭
一
命
Ｉ
Ｉ
支
持
／

　
　
反
喬
法
・
敦
瓢
旅
署
搬
興
せ
よ
／

　
　
聊
鱒
人
氏
の
基
本
的
人
権
を
狸
得

　
　
瞰
衛
せ
よ
／

　
　
日
帝
－
朴
の
一
切
の
弾
圧
毫
許
す
な
／

　
　
反
目
、
反
朴
、
輯
争
支
樗
／

　
　
徐
霜
を
良
案
の
嬰
、
防
衛
せ
よ
／

　
　
　
　
　
一
九
七
一
年
十
月
二
十
Ξ
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
洋
大
新
聞
学
脅

対
同
盟
か
ら
の
ア
ビ
ー
ル
か
椅
い
て
ね

こ
な
わ
れ
、
各
セ
ク
ト
代
汽
ぶ
ｎ
を

も
っ
て
集
会
は
岐
わ
り
、
町
陥
、
頃
京

駅
を
通
っ
て
押
田
の
淡
路
公
園
・
。
。
‐
で
デ

モ
行
進
が
行
な
わ
れ
た
。
・
こ
れ
Ｉ
ほ
別

に
反
中
核
堆
合
（
反
帝
学
一
、
フ
ロ
ン

ト
、
プ
ン
ド
Ｕ
向
絨
な
ど
）
は
代
友
木

会
を
お
こ
な
７
だ
。
集
会
後
、
青
山
城

り
、
虎
の
門
を
。
油
っ
て
Ｚ
公
一
ま
で
デ

モ
行
遍
を
し
た
。

　
ま
た
珊
左
翼
咎
祓
は
秋
り
闘
争
の
山

珊
？
十
月
‘
千
一
日
り
国
一
ｋ
戦
デ

ー
、
十
一
月
の
批
准
国
会
粉
砕
一
争
に

あ
わ
せ
て
い
る
た
め
、
動
員
力
も
少
な

く
擾
り
上
り
に
か
け
て
い
た
が
一
方
、

権
力
側
は
こ
れ
ま
で
の
デ
モ
り
た
ひ
に

デ
モ
Ｓ
列
に
く
わ
わ
ら
ず
、
い
９
し
ょ

に
障
屏
レ
て
泰
い
て
い
る
ノ
ン
ヘ
ル
集

閣
の
行
動
に
も
手
を
つ
け
、
こ
の
日
、

デ
モ
り
列
に
強
制
的
に
参
測
さ
せ
る
と

い
う
方
臓
を
と
っ
た
。
こ
の
た
め
ノ
ン

ヘ
ル
集
団
と
各
所
て
こ
ぜ
り
あ
い
や
、

口
雛
を
く
豺
・
・
し
な
が
ら
解
散
地
点
ま

で
艇
刺
は
続
け
ら
れ
た
。

沖
縄
圖
争
で
も
明
治
公
園
縦
（
中
挟

択
、
第
四
イ
ン
タ
ー
）
と
宮
下
公
園
親

（
社
会
党
Ｓ
放
鼠
、
プ
ン
ト
日
向
鰍
、

フ
ロ
ン
ト
）
の
分
裂
は
決
定
哨
で
あ
り

洋
犬
も
現
在
、
こ
の
党
眠
闘
争
の
焦
点

と
な
っ
て
い
る
の
で
各
派
の
内
ゲ
バ
は

し
ば
ら
く
輔
く
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
　
編
集
後
記

　
読
者
勝
｝
″
、
お
元
気
で
し
ょ
う
か
。

　
今
、
騰
秋
の
田
舎
路
に
、
パ
ン
パ
グ

ラ
ス
と
す
す
き
の
翰
か
い
っ
ぱ
い
。
寂

４
１
を
あ
ぴ
て
．
Ｘ
に
そ
よ
い
で
い

ま
す
。

　
野
に
乱
れ
る
コ
ス
モ
ス
の
花
。
花
は

何
の
花
、
恨
み
の
花
。
喫
か
い
光
は
と

う
に
消
え
去
Ｑ
と
７
‥
ｙ
よ
う
も
な
い

絶
響
Ｉ
と
一
息
が
心
の
申
を
吹
い
て
い

る
、
な
と
な
４

　
し
か
し
、
と
。
ア
日
為
Ｊ
ン
の
丘
に
、

ひ
め
ゆ
り
り
烏
に
罫
畢
な
馬
が
吹
き
、

●
本
弗
初
訳

新人物往来社

東京丸の内3振替東京IS16t3

新
中
国
薫
生
へ
の
道
種
を
描
い
た
人
民
解
放
戦
争
の
記
飴
／

星
火
撥
讐
一

一
ｎ
Ｅ
配
回

一

1 1 1 1
萌
囲
邸

月９

し
よ
う
。
ａ
の
決
戦
て
の
ｓ
君
の
結

集
を
要
鯖
す
る
」
と
刀
強
く
提
一
し

妓
は
わ
れ
わ
れ
に
よ
ｆ
で
き
て
い
る
。

悔
い
の
残
ら
な
い
闘
い
を
Ｉ
い
抜
こ
う

で
は
な
い
か
』
と
輝
輝
、
か
つ
力
強
く

全
集
会
参
加
優
に
冊
蜀
、
次
に
立
っ
た

在
日
反
楸
釆
入
ビ
ク
ト
リ
ア
、
良
同
氏

も
欄
蓑
責
反
戦
素
兵
一
同
か
ら
の
『
米
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！
秋
期
決
戦
ａ

［

‐
‐

凶
じ
い

侭
｀
た
っ
た
沖
縄
救
援
セ
ン
タ

ー
ａ
尿
ら
ｉ

排
外
主
義
国
会
粉
砕
に
向
け

　
　
　
　
　
沖
繩
・
朝
鮮
人
民
に
呼
応
し

　
七
｝
年
執
、
世
界
の
注
目
は
ア
ジ
ア
に
同
け
ら
れ
て
い
る
。
労
働
者
国
家
中
国
の
国
蕎
据
麟
を
め
ぐ
る
国
嵐
て
の
討
議
。
ニ
ク
ソ

ン
訪
中
決
定
、
ド
ル
危
機
と
円
切
り
卜
ぼ
、
帝
国
主
義
Ｉ
Ｍ
Ｆ
（
国
際
通
貨
体
制
）
の
破
た
ん
。
白
馬
気
頁
中
』
派
を
も
含
む
日
中

友
好
″
箭
の
盛
り
上
が
り
。
こ
う
し
た
中
国
の
平
和
攻
勢
ｙ
帚
国
主
根
経
済
の
崩
壊
は
、
情
勢
を
ま
す
ま
す
筒
勤
化
さ
せ
で
い
る
。

南
郎
明
輝
に
お
け
る
拾
政
権
の
民
衆
へ
の
す
さ
ま
じ
い
弾
圧
。
’
日
帝
に
よ
る
、
自
衛
』
の
沖
縄
派
兵
、
軍
事
基
地
沖
縄
の
存
『
繁

一
こ
次
真
草
処
分
。
日
本
労
農
人
民
に
押
し
よ
せ
る
不
況
と
贋
無
の
瓢
。
今
、
帝
国
主
義
者
は
、
披
ら
の
危
機
と
そ
の
負
担
を
民
衆
に

押
し
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
か
、
庵
Ｓ
刳
鮮
、
沖
縄
に
集
中
さ
れ
て
い
る
。
荒
れ
狂
う
帝
国
主
義
の
議
廟
の
申
で
、
ア
ジ
ア

民
衆
に
残
さ
れ
た
薦
は
帝
甲
轟
拝
偏
、
ア
ジ
ア
Ｍ
帝
謁
争
し
か
な
Ｊ
。
そ
し
て
珊
に
、
帝
国
主
！
抑
圧
者
に
対
す
る
民
衆
の
反

Ｓ
は
、
沖
縄
、
庸
Ｓ
哨
鉢
か
Ｉ
‘
ら
一
始
さ
れ
て
い
る
。
平
和
主
喚
日
本
に
訣
別
を
告
げ
、
刺
輝
１
冲
繩
―
東
京
を
結
ぶ
″
銃
血
″
の
反

１

］

国
会
を
包
囲
し
全
都
を
揺
が
す

　
　
　
　
　
大
衆
の
注
目
は
沖
繩
・
朝
鮮
へ

准
阻
止
、
自
衛
隊
即
一
憬
ｉ
止
、
入
　
一
万
二
千
人
の
労
働
者
、
学
生
　
　
　
軍
小
面
薦
。
一
は
ｉ
を
、
紳

】
哲
砥
国
会
上
程
阻
止
中
央
総
決
蜀
隻

一

隻
し
た
中
｀
先
づ
｀
主
催
一
心
休
。

四
四
一
９
四

自
術
隊
広
報
隊
の
帰
郷
一
勤
か

き
を
剛
催
し
た
。
　
　
　
　
屑
、
決
意
差
明
を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
蔚
砕
さ
れ
る
な
ど
事
支
上
、
自
衛
隊
の

＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
・
・
・
ｆ
．
・
．
．
・
几
回
一
日
・
い
．
作
凶
．
‐
λ
ご
ふ
必
い
Ｔ
恥
祠
、
半
敗
北
Ｌ
閉
北

こ
　
　
．
・
・
…
…
…
・
．
．
．
．
．
・
・
・
．
…
…
・
．
．
・
．
・
・
．
・
．
・
．
・
　
　
　
回
統
々
‐
ふ
‐
り
．
哺
圧
で
あ
る
こ
と
そ
学
生
公
演
を
約
し
て
、
仮
門
店
を
去

ご
　
　

１
　
　

石
一
・
｛
レ
、
一
な
昌
申
ド
‐
‐
‐
な
る
強
化
と
っ
た
南
ｓ
朝
鮮
李
生
は
、
朴
の
軍
事

回
‐
‐
‐
　
　
”
三
・
．
．

‐ ‐
・・
　
・
こ
・
・
・
こ

・
・
・
．
フ
．
ご
・
一
二
Ｉ
・

・
．
で
．
．
訃

Ｉ
Ｊ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
　

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ

　
一

で
　
一
一
．
…
…
国
・
迂
万

言
帽
・
．
・
・
．

‐ ‐
．
づ
．
．
］
回

．

　
．
一

’

ご
　

‐ ‐

ニ
ー
・
一
　
一

二
ご
．

・
じ
．
劈
ご
ご

・
‐‐
服
て
の

昌
．
一
一
．
．
こ
］
．
・
・
．
．
．
ハ
Ｊ
．
・
…
…
…
言
ご
．
ピ
…
…
一

Ｊ
．
　
・
・
．
一
・
．
・
．
．
．

・
．
・
・

．
一
・
・
こ
・
・
・
・
六
万
・
・
ご
・
に
’
∇
ご
ざ
男
’
一
…
…
）
・
、
ド
ー
・
一
一
布
‥
・
ｔ
決
編

戸
’
・
痩
悶
び
‥
回
．
ヅ
ー
ｏ
八
八
．
・
ヽ
．
．
万
一
・
］

‘
一
国
ハ
ｙ
‐
紅
唇
自
民
泡

ｔ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
今
回
の
南
北

孝
七
字
公
決
登
認
め
Ｊ
る
を
Ｉ
な
い

る
と
い
う
吃
概
則
状
況
を
脱
し
た
。

　
ま
た
、
甫
Ｓ
朝
鮮
留
学
中
の
在
日

朝
鮮
人
徐
勝
君
に
対
し
不
満
に
も
ス

パ
イ
容
疑
に
よ
り
、
死
刑
判
決
を
下

す
と
い
う
、
峯
挙
に
出
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
然
覧
に
も
の
ぐ
る
い
で

弾
圧
す
る
以
外
自
ｄ
り
延
畠
か
不
可

能
に
な
っ
て
い
兎

　
こ
の
よ
う
に
、
日
本
晴
ぶ
主
義
本

ｔ
を
包
一
す
る
’
哨
況
・
ほ
、
｝
寸
た
り

東
洋
犬
闘
争
を
反
帝
闘

　
争
と
し
て
貫
徹
せ
よ
／

・
四
万
．
’
一
・
　
．
．
に
．
ム
…
…
…
　
］
．
・
．
７
４
流
・
・
づ
．
一
一
’
″
一
　
ｊ
、
　
ご
’
汗
・
．
こ
Ｅ
・
．
Ｅ
ご
｛
ご
．
‐
ヽ
ひ
…
…
…
Ｅ
゛
、
・
↓
り
．
．
し
ひ

・
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
・
ヅ
’
・
鯉
・
・
・
ベ
ヱ
・
で
…
…
…
、
　
　
　
　
　
し
怜
ｆ
’
‐
怖
は
、
‐
ｄ
ｌ
Ｈ
十
‐
に
日
、
学
ｔ

　
・
　
　
Ｔ
・
ド
’
で
．
　
・
．
一
一
　
・
・
　
∇
ス
ー
几
で
・
・
几
　
Λ
’
、
公
．
ｊ
ご
ぶ
・
齢
函
の
回
こ
几
革
命
を
思
い
＆
む
は
と

＝
　
・
・
　
レ
　
ー
．
二
Ｉ
一
　
　
　
『
．
．
ノ
　
ー
．
円
　
ノ
…
…
…
ニ
石
…
…
…
‘
ぃ
Ｊ
・
、
‥
・
Ｍ
ご
し
一
八
わ
れ
べ
反
朴
、

・
．
・
几
　
　
　
二
三
…
…
・
’
・
・
し
　
・
・
＝
づ
Ｊ
・
゛
・
｀
一
一
・
ド
０
　
一
万
・
’
ヅ
八
郷
・
竺
．
’
・
・
．
Å
、
‐
‐
排
口
一
一
？
か
旭
？
旨
察
刀
だ
け
で
は

　
　
．
・
　
．
・
．
’
…
…
・
・
・
・
一
一
・
・
・
・
　
・
犬
…
…
‐
‐
・
’
］
ス
ゾ
ー
剔
・
ぺ
．
・
・
ひ
．
一
‐
‐
、
糾
』
に
．
．
’
ご
．
し
・
ご
．
れ
な
心
・
ｙ
に
』
や
郭
し
、

…
…
　
…
…
・
．
・
・
．
・
・
・
．
’
．
．
．
・
・
・
…
…
・
づ
じ
…
…
…
…
…
…
．
．
‥
．
一
｛
・
｝
・
・
・
、
．
吋
一
．
一
四
Ｊ
。
】
、
一
一
|
’

Ｆ
Ｆ
･
５
Ｒ
４
Ｆ
￥
４
ｊ

‐
‐
一
　
・
で
渋
・
ニ
ー
一
一
．
・
．
．
．
・
ご
．
・
．
米
ノ
ー
．
．
．
・
ノ
ー
・
二
三
‥
芒
、
」
ド
Ａ
ｅ
記
‥
を
‐
持
ら
出
し
完
ぷ
ｉ
の
軍

　
　
　
　
　
レ
　
．
＝
ニ
．
て
∇
』
で
・
　
、
一
：
こ
二
れ
・
て
ご
に
．
ご
．
？
一
ｈ
ｙ
隊
一
反
大
学
に
吊
人
さ
せ
駐
留
さ
せ

い
俗
衆
６
な
い
り
で
あ
飛

　
わ
れ
わ
れ
け
、
こ
０
沖
・
痛
・
刎
鮭

南
部
べ
民
の
そ
０
屑
国
零
Ａ
の
最
深

部
か
ら
屁
£
か
必
罰
し
た
囃
い
に

今
、
何
匈
に
応
え
ん
と
す
心
の
か
。

帝
国
主
義
本
土
に
よ
り
抑
圧
ぎ
れ
、

搾
取
さ
れ
秘
け
で
き
た
こ
り
囃
う
民

衆
に
応
え
凶
心
一
い
ふ
Ｉ
一
考
一
ｌ
ａ
・
れ

ば
な
ら
な
い
。

又
、
わ
れ
わ
れ
は
韓
国
の
軍
隊
内
の
叛

乱
も
柵
利
的
に
叢
廃
さ
れ
て
い
る
こ
と

旁
み
て
と
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と

提
起
し
た
。

　
次
に
、
カ
ン
パ
、
ア
ブ
ピ
ー
ル
の
後

Ξ
里
獄
・
芝
山
癒
合
？
Ｉ
反
対
同
盟
か

ら
北
原
￥
務
局
最
が
揆
一
己
里
黛
の

勝
利
は
多
く
り
労
働
者
、
学
生
か
結
集

し
た
た
め
で
あ
り
、
又
、
機
動
隊
の
Ξ

名
死
Ｃ
は
屹
藻
体
制
下
り
わ
れ
わ
れ
り

　
全
国
反
戦
、
『
東
京
人
管
爽
、
関
東
叛

軍
は
十
六
日
午
禁
八
時
よ
り
、
代
｀
ぺ
木

公
一
に
お
い
て
、
学
生
、
労
一
考
約
六

千
名
を
集
め
『
坤
軸
・
入
費
国
会
粉
砕

中
央
総
決
起
集
会
』
を
開
嘔
し
呪

　
集
会
は
主
一
団
体
で
あ
る
東
京
入
竹

闘
の
横
井
氏
の
侠
拶
で
始
ま
り
、
全
国

Ｍ
戦
の
今
野
氏
、
関
東
鮫
家
の
小
西
氏

の
￥
珊
報
告
を
受
け
た
。

　
全
国
反
戦
の
今
野
氏
は
「
返
鳶
斟
一
之

　
旅
中
、
個
別
噺
洋
大
に
お
い
て
、

今
の
状
況
を
見
る
な
ら
、
自
治
居
動

の
１
７
屁
帝
闘
争
の
妃
＆
を
止
揚

し
闘
う
ア
ジ
ア
民
衆
の
そ
り
麗
い
に

応
え
よ
う
で
は
な
い
か
。

　
本
学
公
は
、
今
後
東
洋
大
学
喊
争

の
歴
史
と
、
と
り
わ
け
、
四
顧
目
闘

争
以
降
の
瞎
史
を
本
紙
に
掲
載
し
、

本
学
全
学
友
に
訴
え
、
共
に
闘
わ
加

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
本
学
の
こ
り
よ
う
な
停
滞
し
た
状

況
の
内
に
あ
っ
て
学
校
当
局
は
、
わ

れ
わ
れ
学
生
。
を
安
易
に
支
配
し
、
肢

否
の
支
配
映
序
に
Ｍ
厦
さ
せ
ん
と
す

る
攻
撃
か
着
今
ｋ
め
ら
れ
で
い
’
・
心

こ
と
を
一
破
し
な
け
れ
は
な
ら
な

い
。
例
え
ば
、
本
学
図
書
の
そ
の
支

・
配
秩
序
い
反
動
詐
不
学
則
に
か
け

ら
れ
る
こ
と
に
対
し
。
懲
罰
砕
し
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

ま
ぺ
学
生
会
館
建
設
、
川
越
侈
。
転

投
聚
料
直
七
げ
万
々
に
対
し
、
今
、

八
Ｅ
孝
明
な
牝
一
慨
叙
含
も
っ
Ｃ
、
わ

れ
わ
れ
学
生
乖
力
の
復
権
を
。
残
一
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
・
つ

う
。
全
ゆ
心
所
の
不
一
、
曹
求
宍
丿

繊
せ
よ
。
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わ
れ
は
米
帝
国
主
義
と
い
戈
Ｉ
物
を
打

傷
レ
な
く
て
は
な
ら
な
い
』
点
￥
な

ピ
ー
ル
か
輯
み
ゐ
Ｋ
れ
た
。

　
次
に
六
八
年
一
〇
・
二
Ｉ
Ｉ
Ｉ
、

六
七
単
一
〇
・
十
‘
月
圖
争
被
偕
Ｍ
、

Ｈ

、
・
吸
南
部
明
輝
、
在
日
一
鱒
民
衆
に
慶

て
い
る
。

手
泌
‘
一
原
因
不
明
の
ヤ
ケ
ド
を
典
い
、
弁

も
驚
分
に
な
さ
れ
た
か
タ
ｘ
ノ
か
も
一
切
不

、
つ
い
に
ｔ
爾
Ｉ
ソ
ウ
ル
地
肌
は
、
徐

lil

我
々
４

奢
呼
ぷ
べ
く
必
死
に
�
っ
て
い
る
と
、

ソ
ウ
ル
、
ナ
ハ
の
嵐
は
伝
え
る
。

　
ア
ジ
ア
に
吹
き
、
端
平
錬
の
吹
方
に

吹
く
Ｘ
っ
赤
な
萬
。
鵬
は
叫
ぶ
、
虎
よ

撃
て
、
塞
め
る
者
、
支
配
者
を
Ｉ
て

と
。

　
東
京
り
秋
２
に
吹
く
瓦
馬
鷹
。
こ
り

Ｊ
ｔ
、
本
会
に
蒙
い
か
か
る
揚
々
な
陣

書
を
は
ね
の
け
吏
に
ま
い
聴
す
る
覚
蛎

て
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
寫
）

事
件
の
高
村
康
一
氏
か
ら
『
佐
藤
と
負

け
犬
野
党
を
打
愉
し
、
戦
Ｉ
－
八
鵬
糾
弾

の
皇
居
突
入
』
争
に
続
け
」
と
の
メ
ｙ

セ
ー
ジ
が
富
村
支
珊
受
か
ら
読
み
卜
哩

ら
れ
た
‘
つ
い
で
全
国
視
青
同
か
ら
’
。

「
人
民
殺
し
佐
尊
、
構
勤
隊
を
金
談
せ

4
｣
4
l
r

1
￥
r
4
l
l
l
S

も
つ
づ
い
で
提
起
。

　
集
会
の
最
後
に
学
生
戦
練
○
学
生
イ

ン
タ
ー
、
全
学
一
息
か
ら
決
意
城
明
か
行

な
わ
れ
デ
モ
に
移
っ
た
。

　
デ
モ
は
日
比
谷
公
一
を
出
゛
一
一
か

ら
構
一
隊
と
漱
し
く
衝
突
、
又
、
有
東

町
で
も
衝
哭
、
』
電
が
一
時
ス
ト
フ
プ

す
る
な
と
挑
れ
解
放
の
状
握
と
な
ウ

た
。

Ｉ
Ｊ
・
８
羽
Ｉ
四
周
年
Ｉ

－・ ･ －

山
崎
君
追
悼
集
会
開
く

｜

で
約
一
万

１
1
0
・
1
6
国
会
開
催
－

富
村
さ
ん
。
押
青
委
に

外
音
楽
掌
を
糧
め
た
。
集
会
に
は
財
田

和
男
氏
か
『
部
落
民
、
を
日
剔
無
人
、

被
筆
者
青
年
が
逐
帯
し
て
戦
っ
て
い
か

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
』
迄
ｉ
茫
。
次

に
沖
総
数
援
セ
ン
タ
ー
の
古
銃
津
氏
が

「
沖
青
寮
か
鳥
居
に
乱
入
し
た
こ
と
を

た
だ
単
に
共
感
す
る
だ
け
で
は
い
け
な

い
、
蔵
土
と
沖
縄
は
迪
帯
と
し
て
軋
雇

哭
簒
砕
闘
争
を
戦
う
ぺ
き
で
あ
る
」

る
。
現
在
、
沖
縄
に
腿
地
を
お
く
の
か

否
の
か
と
し
て
同
わ
れ
て
い
る
の
で
あ

９
、
本
主
命
が
沖
縄
に
対
し
受
必

え
る
の
か
が
間
わ
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ

れ
一
入
一
人
か
歴
史
に
か
か
わ
っ
て
い

る
の
で
あ
り
、
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

奏｜

で

い
る
。
わ
れ
わ
れ
一
人
一
入
は
富
村
一

一
さ
ん
、
冲
青
委
の
醐
い
に
縞
き
、
金

蔓
を
か
け
て
ｓ
い
抜
こ
う
ｔ
砂
ひ
″

け
が
行
な
わ
れ
た
。

　
集
会
は
引
き
つ
つ
き
、
各
教
練
か
ら

の
報
ａ
、
決
意
萱
明
を
受
け
た
侵
、
学

生
イ
ン
タ
ー
か
ら
「
ふ
・
ヽ
の
政
治
匙
楓

を
は
ら
ん
で
佐
藤
は
沖
縄
返
還
協
定
を

強
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
、
坤
軸
人

民
は
自
治
・
自
決
を
か
け
て
一
い
抜
い

て
い
る
。
ま
べ
南
部
朝
鮮
人
民
は
、

９
ン
・
テ
イ
ル
氏
に
つ
づ
き
、
朴
の

1
0
年
嘱
の
支
配
に
扁
す
る
こ
と
な
く
、

南
北
馳
一
に
向
け
全
島
的
に
゛
繊
し
ぬ

く
た
め
圖
い
振
い
て
い
る
。
も
は
や
、

る
こ
ぉ
ほ
な
い
。
。

　
日
惰
の
政
＆
危
機
を
引
き
出
.
y
l

東
の
解
放
に
向
け
、
沖
繩
派
兵
を
阻
止

し
抑
一
一
一
」
晦
疋
批
聡
阻
止
か
ら
佐

藤
綬
府
打
倒
へ
、
今
秋
沖
祠
・
人
恰
端

金
爆
砕
の
圖
皆
―
と
し
て
闘
い
抜

く
」
と
い
う
決
意
浚
明
が
な
さ
れ
た
。

　
本
学
で
内
ゲ
バ

　
　
　
　
ー
三
名
言
備
‐

　
｝
〇
月
二
日
、
一
号
館
横
で
ピ
ラ
入

れ
を
し
て
い
た
中
核
振
歎
名
に
対
し
、

反
帝
学
評
Ξ
０
６
は
Ｉ
刄
角
材
な
と
で

武
装
攻
撃
し
、
中
核
眼
の
女
性
を
含
む

Ξ
名
に
重
傷
を
負
わ
せ
た
。

　
こ
れ
は
、
反
帝
学
一
（
社
会
党
解
放

縦
）
が
全
国
反
一
、
全
共
園
内
一
で
対

文
を
諏
め
て
い
る
中
核
択
に
対
し
、
法

政
大
学
で
の
内
ゲ
バ
の
禰
復
と
し
て
攻

撃
し
た
も
り
と
み
ら
れ
る
。
又
、
こ
の

ま
た
全
学
噂
は
「
全
て
り
入
・
馬
の
簒
り

を
受
け
、
自
動
膠
の
支
配
に
よ
っ
て
し

か
自
ら
の
政
策
を
貫
徹
で
き
な
い
佐
藤

に
対
し
、
自
動
鰍
を
自
滅
、
百
日
戦
争

4
1
歯
い
後
者
、
沖
純
・
大
概
国
会
を
輩

砕
す
る
と
同
時
に
宮
下
貳
と
革
マ
ル
貳

を
全
て
の
陽
皺
闘
争
か
ら
た
た
き
出
そ

う
。
1
0
・
戮
全
順
一
で
ス
ト
ラ
イ
キ
を
圖

い
重
き
、
国
会
に
向
け
海
氷
し
よ
う
ー

と
い
う
決
恵
一
澱
剛
を
最
匯
に
九
町
す
ぎ

Ｕ
比
谷
に
向
け
て
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

。
ン
が
行
な
わ
れ
た
。

国
連
中
国
認
む

Ｉ
参
加
決
定
Ｉ

　
十
月
。
四
一
†
五
日
、
・
こ
Ｉ
ヨ
ー
ク
国

連
樋
会
。
中
華
人
氏
共
和
国
の
国
造
招

請
と
、
国
府
９
罠
を
主
佩
す
る
ア
ル

バ
ニ
ア
必
衰
曝
そ
り
結
果
、
賛
成
七

十
六
、
ｋ
対
三
十
五
。
中
国
の
入
尽
函

唯
一
の
代
表
と
し
て
、
労
働
ａ
囚
家
中

国
心
国
沓
ｉ
決
定
す
る
。

　
こ
い
日
、
胆
界
は
Ｉ
つ
り
時
代
の
終

わ
り
と
、
斬
た
な
時
代
の
開
始
を
旨
げ

る
患
に
４
ち
て
い
た
。

　
凶
妬
心
剔
中
国
眠
り
厨
利
と
、
末

日
帝
国
主
画
の
敗
北
は
何
を
・
�
味
・
ｆ
る

の
か
。
そ
れ
は
、
糾
よ
り
も
帆
浸
世
界

史
を
支
配
し
て
き
た
Ｘ
帝
が
、
支
Ｓ
り

最
低
辺
か
ら
の
ぱ
＆
、
楕
抑
圧
Ｍ
政
人

Ｋ
の
解
敢
闘
や
を
押
え
切
れ
な
く
な
っ

た
こ
と
、
帝
国
主
義
の
体
制
、
経
済
す

べ
て
か
弱
体
に
し
た
こ
と
を
�
昧
す
る

　
今
後
、
栄
帝
は
内
部
の
吟
り
餉
分
解

と
動
揺
の
申
で
次
の
方
針
、
対
決
か
掛

冠
か
を
決
・
疋
す
る
ｇ
り
う
。
口
４
内
箔

り
危
機
は
一
に
深
刻
で
あ
る
。
次
に
米

乙
も
の
は
何
か
、
Ｍ
衆
の
・
４
反
乱
か
、

帝
凶
主
義
り
ぃ
｀
一
ア
ル
ミ
ド
ー
ル
か
‘

真
か
か
か
げ
ら
れ
、
ま
ず
初
め
に
三
里

獄
窓
継
涙
対
同
盟
の
戸
村
一
作
斉
糞
便

が
「
一
二
里
一
の
戦
い
は
ま
だ
贅
っ
て
い

な
い
、
あ
ら
ゆ
る
手
股
を
つ
く
し
て
権

力
を
打
ち
破
ら
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
」

と
訴
ぺ
縞
い
て
山
崎
君
の
兄
、
山
岡

　
つ
づ
い
刄
沖
縄
青
年
委
員
会
か
ら

7
2
年
沖
縄
返
還
政
策
に
対
し
、
「
本
土

人
民
の
い
ワ
さ
い
の
責
昂
を
か
け
て
、

百
万
冲
輯
県
民
に
応
え
る
闘
い
書
策

暴
動
と
し
て
貫
馥
し
、
今
秋
国
会
を
死

の
復
し
。
う
戦
と
し
で
機
動
歎
Ｉ
誠

一
公
を
焼
き
つ
く
す
喊
い
に
決
起
し
共

に
」
い
抜
こ
う
」
と
い
う
力
強
い
決
意

が
な
さ
れ
た
。
ま
た
こ
れ
に
つ
つ
き
全

国
被
爆
者
青
年
同
盟
は
「
全
国
3
0
万
複

爆
考
、
淘
万
複
肇
二
世
は
、
被
一
考
の

生
命
が
か
か
っ
て
い
る
讃
護
法
を
奪
い

取
り
、
戦
争
一
任
を
国
家
に
対
し
追
・
ポ

し
て
い
く
。
と
Ｈ
時
に
今
秋
嘸
争
を
断

固
と
し
て
嗣
い
抜
く
」
と
い
う
決
意
が

な
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
、
S
1
1
f

S
際
主
ａ
ａ

校
一
線
の
決
意
。
嵩
明
が
な
ざ
れ
に
慢
、

坤
軸
救
援
セ
ン
タ
ー
の
小
枝
津
氏
か
ら

「
昨
日
、
即
興
で
麗
わ
れ
た
闘
い
は
本

土
り
三
里
塚
に
匹
敵
す
る
も
の
で
あ

与
鯛
公
園
で
『
返
還
』
柘
斑
ａ
阻
止

抑
繩
県
民
総
決
起
集
会
」
を
開
催
。

ｉ
！
雰
屁
准
阻
止
」
「
佐
藤
内
閣

打
倒
」
０
匁
創
口
な
と
の
ア
ジ
テ
ー
シ

ョ
ン
で
一
能
さ
れ
た
こ
の
集
会
の
最
後

近
く
で
、
突
然
、
た
い
ま
つ
と
火
炎
ピ
ン

を
手
に
手
に
新
左
翼
系
学
生
、
労
働
者

な
ど
が
日
本
政
府
事
務
所
を
襲
撃
、
あ
・

わ
て
ふ
た
め
く
機
動
隙
を
尻
目
に
果
敢

な
攻
家
を
誠
一
。
一
瞬
、
Ｈ
政
事
務
所

は
火
の
手
が
燃
え
あ
が
る
ま
。
・
Ｃ
に
な
っ

た
。
こ
の
後
の
職
鯛
隊
へ
の
攻
Ｓ
に
も

与
懺
公
園
を
一
杯
に
埋
め
た
労
働
者
、

市
民
に
よ
っ
て
な
ん
な
く
投
石
に
よ
Ｊ

て
撃
退
さ
れ
た
。

　
こ
の
擾
も
、
牧
”
．
Ｍ
、
マ
リ
ン
４
な
ど

の
全
軍
労
。
寅
年
労
鋤
者
の
・
ｉ
一
的
デ
モ

を
中
心
と
し
刄
ジ
グ
ザ
グ
・
フ
フ
ン

ス
デ
モ
が
国
際
通
り
を
占
鋤
、
「
協
定

粉
芒
「
批
准
阻
止
」
の
シ
ュ
ピ
レ
ヒ

コ
ー
ル
は
十
一
月
り
・
復
帰
協
主
。
ｗ
り
全

島
ゼ
ネ
・
ス
ト
に
む
け
て
禾
、
Ｈ
帝
国

主
義
を
’
皿
憾
せ
し
め
、
・
陣
痛
人
民
の
Ｉ

９

生
ま
｀
だ
跨
、
家
は
ａ
Ｚ

だ
っ
た
。

父
と
４
は
仲
が
�
か
っ
た
。

難
い
家
庭
だ
っ
た
。

負何バい

けをカつ
てやにも

ぱっさ他
かてれ大

りもたか
い他・ら

たり
ゝ奴

　に

｜
女
を
か
こ
い
、
ガ
キ
を
匝
っ
な

平
和
な
・
ぶ
昿
』
り
し
い
。

友
進
に
金
‐
．
が
ａ
・
息
子
が
い
た

　
い
つ
も
遊
ん
で
や
か
っ
た
．

　
し
か
し
そ
れ
で
も
あ
い
つ
は

　
恵
ま
れ
．
以
嚇
に
っ
い
陥

友
追
に
専
Ｊ
れ
な
い
奴
が
い
た

　
あ
い
つ
は
マ
ジ
メ
に
嘔
必
だ

　
っ
た
。
人
の
河
島
を
Ｃ
じ
て

　
努
力
し
Ｇ
し
か
し
屡
岡
ら

　
れ
た
。
あ
い
っ
に
人
間
に
Ｕ
・

　
す
る
不
い
ｉ
も
ち
な
が
ら
日

　
り
し
で
い
っ
な

　
貧
し
さ
、
一
息
ま
れ
な
か
っ
た

　
’
y
’

i
i
l
g
l
!
:
･
4
j
:
」

　
と
、
み
ん
な
よ
っ
で
た
『
兄

　
て
心
を
い
じ
け
び
せ
た
。

　
も
っ
火
な
う
も
ｄ
は
糾
も
な
い

一
里
と
‘
町
斑
か
あ
る
だ
け
。
参

　
僧
レ
Ｊ
九
』
／
‘
扱
瓦
ふ
」
／

　
自
行
し
だ
社
会
に
報
復
を
／

iｦ

よ放
回

-´晋

　
だ
だ
し
こ
じ
い
民
衆
宕
ｏ
に

は
Ｉ
り
手
を
ふ
れ
る
な
。
断
し
ｙ
。
・
】

心
。
￥
及
ぱ
す
な
。

　
‐
磁
め
る
石
、
プ
を
弓
ア
、
恵
・
．
Ｊ

れ
た
奴
を
破
壇
せ
よ
／
・
テ
ロ
れ
／
・

　
統
一
華
必
見
万
才
／

け
ｌ

§

ｔ

同
時
に
、
衛
じ
ゅ
令
の
中
で
闘
い
抜
い

て
い
る
南
部
明
輝
人
民
に
対
し
、
。
行
動

を
も
っ
て
巡
帯
し
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
そ
し
て
、
本
日
の
集
会
を
も

っ
て
沖
繩
・
人
世
国
会
粉
砕
の
た
め
、

1
0
・
2
1
に
範
決
起
し
よ
う
』
と
い
う
挨

拶
が
な
さ
れ
ち
っ
づ
い
て
関
東
板
軍

の
小
西
氏
は
「
自
一
隊
が
日
本
軍
と
し

て
沖
縄
へ
登
場
し
よ
う
と
し
ズ
い
る

が
、
本
土
に
お
け
る
自
衛
隊
の
麗
い
は

ま
だ
ま
だ
遅
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
全
力
を
あ
げ
て
自

術
一
の
沖
縄
緊
兵
阻
止
の
た
め
、
自
。
衛

諏
四
部
か
ら
の
反
乱
を
組
織
し
、
沖
縄

１い
i4

一
畜

２

心
の
沖
繩
・
入

H
!
I

S
ら
な

・
自
職
権
を
か

四
、
Ｉ
土
入
民

闘
い
抜
い
で
欲
し
い
。
そ
し
Ｉ
Ｘ
野
犬

狩
り
だ
と
１
り
回
勅
隊
を
地
獄
に
辺

っ
て
欲
し
ｔ
」
と
い
う
メ
７
セ
ー
ジ
が

代
銃
さ
れ
る
と
共
に
、
十
一
月
五
日
の

Ｊ

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

‘

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

｀

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

｝

一

一

一

一

一

一

一

一

・

　
現
地
抑
讐
弦
い
反
対
で
「
仮
霖

贋
に
も
蚕
く
特
別
客
寓
措
置
法
」
と

は
別
審
・
４
ど
な
っ
た
「
基
地
俘
綸
及
ひ

　
こ
り
ｌ
地
収
用
法
」
は
返
還
優
、

米
軍
殖
堵
に
継
続
し
て
土
地
の
提
供
を

拒
。
否
す
右
端
主
に
対
し
て
強
制
的
に
土

地
収
用
を
行
い
j
i
f

i
戦
地
主
に

９
楸
で
押
し
と
お
そ
う
と
Ｕ
っ
も
の
で

あ
る
。
’
。

　
し
か
、
現
地
「
反
顎
地
主
き
は

｡
j
3

「
一
こ
里
塚
闘
争
」
と
も
い

ぷ
・
一
ｔ
ｌ
温
な
婁
昆

か
勝
利
一
心
闘
い
抜
い
て
い
る
と
回
禄
に

款
底
抗
戦
の
構
え
で
あ
石
。

　
戦
後
一
・
Ｗ
・
六
年
端
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

収
奪
を
心
続
け
た
米
軍
Ｍ
地
に
Ｉ
刈
す
る

織
去
歳
一
は
一
量
塚
昶
民
に
も
。
荊
る
と
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「
返
還
」
協
定
批
准

　
　
　
阻
止
に
向
け
て

　
阿
ツ
．
回
丿
回
呻
祠
人
民
り
「
本
土
優

り
九
回
に
、
Ｔ
ａ
一
ビ
指
州
ふ
Ｉ
、
い
雷

同
に
義
Ｊ
ボ
ー
ぺ
μ
濤
測
哨
民
池
と
し
で

ｎ
ｕ
’
斗
ブ
リ
心
Ｏ
脚
ギ
リ
ギ
リ
で
冒
７
い

抜
か
れ
こ
き
ぺ

　
こ
ｏ
絢
如
人
々
り
営
々
上
・
ゴ
ペ
．
ぷ
土
．
況

1
J
I
F
M

W
二
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

;
ａ
ｌ
」
’

　
「
一
艮
吊
祈
べ
付
」
誕
生
Ｌ
‐
一
回
判
詞
に
以
同

一
ご
ね
て
き
か
宍

　
し
か
し
七
う
’
４
て
・
リ
万
口
Ｊ
コ
ザ
．
l
y

X
I
S
y

1
W
人
民
が
全
て
り
矛
り
．
一

げ
．
交
配
汀
y
采
ぞ
ｐ
屁
芯
｛
削
体
、
口
ぶ
り

闘
か
い
で
乃
・
９
｝
と
を
鮮
り
じ
、
本
土
＆

邨
闘
争
は
呻
知
人
民
が
奉
土
人
吊
鼓
に
米

軍
域
・
仙
｝
ｙ
休
、
撤
去
を
圖
か
わ
ん
と
し
で
い

た
こ
と
を
ち
鮮
制
に
し
た
．
そ
し
て
こ
已

一
一
り
回
目
.
1
冲
哺
人
民
か
双
眼
咄
咄
ふ
」
ａ

接
同
に
解
体
、
機
去
す
る
Ｍ
い
い
開
始
を
具

現
し
に
こ
ど
○
な
に
も
り
で
も
な
か
り
た
○

で
も
兄

　
八
代
乞
丈
坤
’
ぶ
咳
唾
一
４
‐
レ
で
呻
４

＆
－
に
昌
闘
い
に
つ
き
動
か
れ
て
ｋ
け
て
き

た
。
い
か
し
、
現
在
抑
純
人
民
が
本
土
政
府

の
司
国
主
。
４
旧
統
合
な
Ｑ
「
返
一
回
」
句

攻
撃
に
刈
決
し
て
り
る
時
、
我
々
は
つ
き
幼

か
ざ
れ
で
い
る
こ
と
自
体
か
犯
罪
旧
で
あ
る

こ
と
を
Ｊ
Ｉ
せ
ね
ぱ
な
ら
Ｉ
な
い
。
坤
軸
人
。
民

ｏ
一
り
否
Ｑ
し
開
会
さ
れ
た
沖
耗
司
会
を

眼
削
に
し
て
、
我
々
。
４
呻
闘
人
氏
り
Ｕ
い
に

応
え
る
自
己
い
ド
弧
㈲
任
秘
を
認
識
せ
Ｕ
は

な
ら
な
り
そ
ｊ
ｇ
ｙ

ｌ
２
２
１
１
人
泌

０
一
い
が
ど
こ
に
む
け
て
Ｉ
か
わ
れ
、
そ
り

闘
い
が
ど
こ
ま
で
Ｑ
ａ
、
哨
利
し
て
い
る
り

か
を
明
直
に
ぶ
凋
せ
ね
ぱ
な
ら
な
り

　
「
l
l
j
9
」
=
=
7
9
S
r

2
j
l
Q

沖
経
餓
兵
な
ご
り
攻
が
、
そ
し
て
米
以
府
り

ド
ル
円
下
げ
と
ぷ
土
政
府
り
［
変
動
相
一

制
］
の
採
用
は
「
困
と
ド
ル
り
谷
Ｕ
」
沖
縄

労
‥
″
人
ぷ
に
と
っ
て
は
Ｕ
常
品
の
Ｉ
Ｕ
ｕ
嗜

も
り
物
仙
町
上
け
と
な
り
、
又
、
米
軍
り
植

a
g
l
l
t
;
x
i
y

i
l
j
R
x
j
9
1

と
汗
で
結
晶
叱
し
た
貯
蓄
こ
財
産
を
自
Ｍ
旧

に
し
９
汽
ヱ
づ
り
れ
る
こ
と
ｏ
攻
￥
り
な

に
物
で
も
な
か
っ
た
。

　
九
月
一
日
、
Ｍ
同
旨
は
与
傭
公
一
に
お
い

て
コ
蓬
懸
屁
准
阻
止
県
民
・
総
決
起
４

会
』
で
二
万
人
を
柘
渠
し
、
本
士
瞑
肘
に
に

い
し
て
‐
１
全
的
的
新
旧
」
、
「
即
時
円
切
り

換
え
」
「
現
行
レ
ー
ト
（
一
↓
一
六
〇
円
）
て
り

交
賤
」
雰
を
淡
水
、
集
会
は
多
数
０
玉
Ｍ
か

参
加
し
て
呻
刺
人
民
の
凶
い
が
全
雁
塵
的
隻

喫
に
政
治
哨
に
動
員
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
さ

し
示
し
た
。

　
こ
○
沖
耗
人
｛
○
闘
い
に
た
い
し
て
山
中

総
務
以
ｕ
を
は
じ
め
と
す
る
奎
応
吋
は
。

「
為
替
ぶ
Ｍ
絹
Ｕ
」
の
特
別
信
７
吊
ら
で

の
り
切
ら
ん
と
し
た
が
、
沖
軸
人
民
は
こ
り

椙
。
以
ご
そ
れ
以
唸
り
。
叫
む
に
対
し
て
は
刈
以

外
で
一
め
り
、
賃
金
上
μ
φ
り
低
下
な
と
は
Ｉ

切
燥
視
一
ご
れ
て
い
る
と
し
て
「
即
時
通
貨
切

り
換
λ
」
を
要
求
し
Ｍ
か
い
抜
い
て
い
る
。

　
又
、
八
月
、
ｋ
良
・
‐
｛
球
政
府
は
七
二
年
り

木
土
り
希
国
主
‐
義
哨
秩
・
序
の
導
入
‐
の
手
は
じ

め
と
た
ゐ
「
デ
モ
辰
制
’
ヽ
安
」
を
捉
出
せ
ん

と
し
た
。
こ
れ
に
た
い
し
て
抑
輔
民
衆
は
強

Ｖ
Ｉ
Ｚ
ｙ

ｌ
ｔ
!
｢
Ｇ
Ｍ
Ｊ
ａ
ｎ
１
４
Ｓ
Ｉ

争
」
の
。
肖
米
と
恐
怖
、
つ
い
に
匝
命
す
る
は

め
に
‘
陥
い
っ
た
り
で
あ
兎

　
又
、
「
本
十
｛
｝
・
目
勒
隊
Ｐ
Ｒ
啄
り
帰
郷
運

勁
の
貳
兵
０
手
は
じ
め
餉
策
動
は
自
衛
官
か

制
‥
皿
で
田
中
を
歩
く
こ
と
Ｗ
で
き
な
い
程
り

民
衆
り
反
「
目
映
啄
」
意
誠
に
ほ
圓
、
具
体

的
に
粉
砕
さ
れ
た
。
こ
０
、
呻
耗
人
民
の
Ｒ

「
自
衛
隊
」
恵
一
は
「
本
土
」
自
衛
隊
の
瀬

艮
’
ａ
Ｍ
地
建
設
も
村
民
を
は
じ
や
挙
る
村

民
の
ｋ
対
に
あ
っ
で
パ
ー
ー
。
坤
軸
出
身
の
砂

辺
二
士
は
こ
り
沖
縄
人
民
○
慧
臓
○
前
で
自

殺
に
む
い
込
ま
れ
た
。

　
又
、
今
麦
沖
純
多
ｓ
っ
た
大
水
キ
キ
ン
は

知
念
村
り
Ｍ
作
物
、
家
畜
に
た
い
し
て
全
紙

的
状
況
に
お
い
た
か
、
水
原
地
の
知
念
村
志

喜
一
り
貯
水
池
は
ｘ
甕
昆
り
下
で
ふ
ん
だ

ん
に
水
を
た
た
え
Ｍ
地
便
用
の
み
に
供
給
さ

れ
て
い
た
り
で
あ
る
。
現
任
、
知
念
村
村
ｉ

会
は
求
Ｍ
地
り
住
民
管
理
、
全
回
一
を
吹

ａ
、
持
ｋ
餉
に
闘
ひ
い
抜
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
全
軍
労
鄙
一
支
部
は
一
言
７
口

口
方
明
な
配
娠
」
に
抗
‘
｀
几
十
六
時
同
○

全
回
ス
ト
を
炭
Ｕ
、
全
軍
労
。
奉
部
も
「
こ
れ

を
き
っ
ひ
け
に
返
還
Ｍ
一
之
に
｀
争
へ
り
大
さ
な

う
ね
り
一
心
生
み
出
し
た
い
」
と
表
明
現
在

令
軍
脚
下
諸
政
年
労
働
省
。
‐
心
中
夭
本
ぼ
を
つ

き
上
け
る
よ
う
に
各
一
又
ま
で
山
ネ
コ
ス
ト
を

貫
耀
し
て
い
る
。

　
こ
○
勝
利
昭
に
鍼
圓
さ
れ
て
い
る
冲
Ｍ
人

民
り
Ｉ
い
は
コ
ザ
反
米
暴
動
を
Ｍ
接
的
遍
路

解
体
、
寵
去
り
開
始
と
し
て
、
六
九
年
二
・

四
ゼ
・
不
ス
ト
の
・
中
途
噺
折
は
Ｍ
良
旅
球
政
府

か
本
土
蚊
府
り
帝
凶
主
昌
尨
政
権
返
忌
り

「
準
備
政
府
」
で
あ
る
こ
と
を
露
営
ご
せ
、

空
港
建
設
粉
砕
の
水
路

山
口

　
三
唯
塚
第
一
灰
決
ほ
は
多
く
の
勝
利
回
り
を
切
り
拓
い
た
と
は
い
え
、
代
執
行
・
工
事
中
止
の
充
全
的
荊
利
は

今
だ
肋
ち
と
ら
れ
て
は
い
な
い
。
現
在
、
公
団
、
権
力
、
プ
ル
。
鮒
は
、
一
ｌ
ｗ
９
魅
が
四
千
メ
ー
ト
ル
ー
本
、
そ
り

武

秀
ま
た
、
暴
力
明
闘
争
の
開
始
は
「
復
帰
協
」

「
県
労
協
」
な
と
の
大
衆
餉
辱
の
限
界
性
を

一
程
々
度
表
出
さ
せ
た
か
、
沖
縄
人
民
の
一

体
的
闘
争
の
鍼
搦
は
そ
の
よ
う
な
「
革
新

的
」
、
「
民
主
的
」
大
衆
組
ｋ
を
も
つ
き
あ

げ
鮪
い
抜
か
れ
て
い
る
。
。

　
今
や
、
沖
縄
人
民
の
米
軍
某
地
解
体
、
撤

去
の
闘
争
は
、
『
返
潮
協
定
』
（
刄
‐
１
地
防

衛
）
を
眼
前
り
粉
砕
刈
象
と
し
て
麗
か
い
抜

か
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
呻
絢
人
民
の
剌
い
に
り
え
る
本

土
人
民
の
任
Ｓ
は
基
地
防
柄
い
た
め
の
本
土

帝
国
主
４
秩
序
の
導
入
た
る
「
返
還
一
定
」

米
軍
Ｍ
地
防
輛
存
ｋ
り
た
め
り
「
特
別
担
ぷ

法
案
」
（
沖
縄
復
帰
に
洋
な
う
防
衛
鮨
収
り

た
め
り
土
ｉ
ｎ

Ｇ
･
Ｅ
４
Ｅ
ｊ
ｌ
す
る
心

き
、
自
晰
豚
り
陣
繩
派
兵
を
阻
止
し
、
米

・
口
希
国
主
義
心
ア
ジ
ア
浅
同
反
革
必
の
Ｕ

築
０
野
望
を
粉
砕
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
、
本
土
層
国
主
義
ひ
ら
抑
一
人
μ
り

勝
利
昭
一
争
を
Ｒ
輛
し
、
本
土
政
・
肘
に
沖
柘

労
農
人
民
‐
ｗ
‐
自
治
、
自
択
権
り
無
条
件
、
無

際
限
の
承
認
を
対
敵
さ
せ
、
沖
蒔
労
農
人
民

の
自
吟
自
訳
裕
に
も
と
り
く
、
本
土
伯
一

主
義
と
り
対
訳
を
暫
支
持
、
防
柘
し
抜
く

こ
と
で
あ
る
‘

る
の
だ
。

　
第
二
次
代
執
行
闘
争
は
、
機
動
鰍
二

個
大
昧
り
貴
紙
あ
る
い
は
寸
断
と
い
う

戦
果
。
を
あ
げ
な
が
ら
も
、
決
定
的
一
利

を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

吹
定
的
勝
利
と
は
な
に
か
と
い
え
ば
、

機
鋤
鍬
全
峰
犀
を
粉
砕
し
、
代
執
行
の

み
な
ら
す
、
工
￥
そ
り
も
り
ま
で
を
中

止
に
Ｕ
い
こ
ひ
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。

第
一
次
代
執
行
一
争
で
も
、
第
二
次
代

机
行
一
争
で
も
、
篤
本
戦
略
は
同
じ
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
、
l
i
r

M
S
I

の
決
。
死
匈
闘
争
を
土
台
と
し
て
北
総
台

端
を
は
じ
め
と
す
る
靫
万
り
農
民
・
民

衆
の
秘
５
｀
を
実
現
さ
せ
、
そ
の
カ
を

も
っ
て
決
戦
に
出
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

地
下
簾
・
バ
リ
ケ
ー
ド
轍
は
、
そ
り
た

め
り
条
件
を
つ
く
り
だ
し
、
民
衆
縁
決

起
‐
乞
誘
発
す
る
と
い
う
心
』
’
心
に
、
そ

の
位
置
を
占
め
て
い
る
。

　
し
か
し
、
第
一
次
、
男
瓦
と
も
に

そ
り
Ｍ
本
戦
略
○
目
標
達
成
に
は
い
た

ら
な
か
っ
た
。
民
衆
総
決
起
の
次
現
に

は
な
い
。
し
た
バ
ク
」
、
地
卜
扱
・
バ

リ
ケ
ー
ド
戦
に
は
、
一
定
副
Ｕ
Ｏ
持
久

力
と
適
切
な
戦
術
昭
一
ぼ
が
要
求
さ
れ

る
。
こ
れ
ま
．
Ｘ
５
．
息
昧
で
り
決
戦
０

可
能
性
を
は
ら
ハ
な
が
ら
も
、
そ
り
完

全
な
、
朕
熱
の
慨
を
う
る
こ
ご
か
て
き
な

か
っ
た
。
だ
か
、
今
浸
に
お
い
で
も
、

隅
田
Ｍ
回
対
闘
争
に
お
い
て
、
そ
り

基
本
戦
略
は
依
然
と
し
て
Ｍ
る
こ
と
か

な
い
。

　
さ
て
コ
ー
疵
塚
農
民
の
Ｉ
い
の
今
後

の
一
睨
を
Ｍ
て
み
よ
１
そ
の
‥
四
争
を

紐
剱
で
は
な
く
、
発
展
に
向
わ
せ
る
要

因
は
何
ん
で
あ
ろ
う
か
。

　
｝
つ
陶
そ
の
闘
争
り
性
格
で
あ

る
。
政
府
・
公
団
の
強
引
な
実
力
汀
便

と
の
対
決
に
終
始
し
て
き
た
Ξ
泌
塚
餅

加
は
、
み
ず
か
ら
り
闘
い
を
Ｍ
Ｉ
力
勧

争
と
し
て
は
っ
き
り
定
着
さ
せ
で
い

る
。
す
で
に
鮭
民
・
支
援
部
隊
か
ら
麟

死
の
一
Ｊ
‐
偏
を
ふ
く
む
丸
千
人
に
な
ん
な

ん
な
ん
と
す
る
負
偏
者
が
で
て
お
り
、

死
人
の
な
か
っ
た
の
か
む
し
ろ
所
蹟
だ

っ
た
と
い
う
熾
烈
な
扁
い
の
場
を
ふ
ん

で
き
た
Ｉ
・
民
た
ち
は
お
の
れ
の
思
想
を

確
立
し
な
。
か
か
る
一
式
に
お
い
て
屈

服
は
な
い
。
取
沙
汰
さ
れ
る
よ
う
な
学

生
と
り
離
反
な
ぞ
も
全
く
な
い
。

　
そ
り
思
想
の
哺
立
は
収
刈
同
盟
り
膜

‐
民
た
ち
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
権
力
り

す
さ
ま
し
い
暴
力
こ
そ
れ
に
敢
然
と
。
抵

抗
す
る
細
民
の
泌
を
眼
の
あ
た
り
に
し

ど
周
辺
農
民
も
よ
尽
反
肯
り
「
農
民

魂
」
を
呼
ひ
む
こ
ど
れ
た
。
さ
る
第
二

次
代
執
行
に
あ
た
っ
て
砦
づ
く
り
の
土

の
う
袋
を
髪
供
し
一
路
の
浹
所
々
４
に

バ
リ
ケ
ー
ド
用
の
木
材
を
持
参
レ
、
瓶

を
各
地
の
竿
む
ら
に
田
意
し
た
の
は
、

い
ず
れ
も
周
辺
一
｝
民
だ
っ
た
と
い
わ
れ

る
。
竺
里
塚
一
争
に
は
学
Ｘ
反
戦
労

働
者
に
釦
え
、
そ
れ
ら
と
一
体
叱
し
て

か
か
る
支
緩
り
聚
が
存
在
す
る
。

　
二
つ
は
、
な
お
空
岫
予
完
地
城
に
の

こ
る
第
二
朗
工
φ
旭
区
で
必
る
。
金
予

孤
尿
の
ほ
ぽ
半
分
に
あ
た
。
。
９
第
二
嗣

工
μ
墟
区
を
ぬ
き
に
し
て
は
、
た
と
え

四
千
メ
ー
ト
ル
酎
走
路
を
つ
く
っ
て
も

２
や
じ
て
の
本
釆
の
凱
図
は
は
。
’
に
せ

な
い
。
そ
し
て
、
第
一
同
工
。
”
か
Ｕ
づ
一

里
゛
牧
場
を
主
体
に
比
松
同
民
家
り
少

な
い
と
こ
ろ
に
す
す
め
心
れ
て
び
た
の

に
く
ら
ぺ
て
、
第
一
一
一
同
工
Ｊ
り
旭
区
に

は
一
一
一
十
Ｊ
μ
り
咄
家
と
１
十
九
入
○
も

つ
Ｍ
地
か
威
と
し
て
。
り
覗
体
一
を
と
ウ

て
い
る
。
そ
れ
ら
は
従
ぶ
に
政
一
す
る

債
一
な
包
と
叱
し
、
惣
一
糾
砕
り
物
理

的
々
じ
て
決
定
的
に
作
用
す
る
。

　
づ
一
つ
に
は
、
も
し
四
千
メ
ー
ト
ル
４

叱
路
に
ジ
ャ
ン
ポ
・
ジ
こ
卜
嗅
か
発

一
し
は
じ
ま
る
な
ら
。
同
以
仙
城
り
Ｑ

勢
は
一
変
す
る
。
本
栄
、
ジ
ャ
ン
ボ
・

ジ
Ｓ
ト
禎
の
ツ
嘔
は
同
挫
部
に
つ
く

ら
な
い
と
い
う
０
が
。
巴
…
作
り
常
�
で
あ

兎
千
厦
嘔
で
４
司
丿
浚
ｆ
戸
り
民
家

に
一
乃
F
I
ニ
。
旨
り
つ
り
町
Ｕ
ａ
を

つ
く
る
補
助
金
を
だ
チ
と
い
う
。
一
体

家
中
の
者
が
防
音
装
ほ
の
部
一
に
と
じ

こ
も
っ
て
４
‘
り
す
王
ほ
と
い
う
の
が
ど

ん
な
も
り
か
。
２
Ｓ
下
の
防
空
一
主
旨

に
も
似
た
も
り
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
入

閣
・
の
生
ａ
Ｍ
Ｍ
、
入
回
り
生
脳
裡
そ
り

も
り
の
破
壊
に
ほ
か
な
り
な
い
。
勿
論

騒
音
、
撤
咄
り
被
害
か
千
Ｍ
県
り
い
う

四
千
戸
に
と
と
ま
る
§
は
な
く
、
利
根

を
’
‘
汲
て
漬
械
の
県
南
一
Ｍ
に
も
及
ぶ

も
の
と
な
る
。

　
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
ｋ
飛
公
害
対

策
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
こ
と
か
ら
で

は
絶
対
な
い
。
零
雁
そ
り
も
の
の
廃
止

そ
れ
以
外
に
ぬ
け
出
る
道
は
存
在
し
な

い
の
だ
。
こ
こ
に
周
辺
の
万
を
こ
一
感
心

農
民
・
住
民
か
字
厖
Ｍ
対
に
直
接
決
起

す
る
条
件
が
う
ま
れ
る
。
四
千
メ
ー
ト

ル
糾
走
路
の
佃
用
は
、
窯
劈
。
蔵
の
Ｍ

を
切
り
ひ
ら
く
の
で
な
く
、
疏
に
そ
れ

を
阻
止
す
る
り
嘱
を
つ
く
り
だ
し
て
し

ま
う
。

　
そ
れ
ら
三
つ
○
一
合
し
た
と
こ
ろ
に

成
田
窓
嘔
眠
ａ
争
り
今
校
の
厦
型
か

あ
る
。
従
来
の
。
右
白
。
一
の
反
対
日
血
の

扁
い
は
、
数
千
あ
る
い
は
万
を
こ
え
る

数
十
借
の
一
い
に
と
壮
大
に
発
鍼
す

る
。
い
や
、
す
で
に
現
在
、
千
策
Ｍ
か

周
辺
一
千
戸
に
町
￥
ぶ
申
込
み
用
紙

を
配
っ
た
の
を
契
Ｕ
と
し
、
一
然
た
る

事
泌
が
う
Ｊ
れ
て
い
f

9
9
?
1
3
9

う
え
に
活
動
を
す
す
め
、
組
μ
叱
を
現

ミ

ぷ

１
１
の
１
１
遠
漕
ほ
て
ほ
心
一
凶
４

ぴ
む
こ
す
あ
ら
た
な
土
台
と
な
る
の

だ
。
こ
の
土
台
は
、
従
来
り
規
模
の
同

盟
り
鋤
台
に
く
・
り
べ
て
、
比
較
に
な
ら

な
い
程
の
大
き
な
直
接
的
影
響
力
を
も

つ
。
そ
れ
自
体
が
巨
大
な
戦
Ｕ
力
舎
も

つ
も
の
で
あ
る
ご
共
に
、
農
民
・
民
衆

轍
決
起
り
条
作
を
さ
わ
め
て
単
純
叱
し

て
し
ま
う
。
そ
こ
で
は
、
も
は
や
機
動

嫁
の
力
は
無
力
だ
。
空
赳
公
団
も
な
す

す
ぺ
を
知
ら
な
く
な
る
。

　
椎
力
者
た
ち
に
は
そ
れ
が
わ
か
ら
な

い
ｅ
い
や
、
極
力
。
肖
た
ち
ぱ
印
り
で
な

く
、
懸
一
の
い
わ
ゆ
る
社
白
絣
ｘ
や

。
評
論
家
だ
ち
り
多
く
ら
、
そ
○
可
Ｑ
性

§肖

そ
り
こ
と
は
、
今
日
り

ａ
池
改
革
佞
に
お
い
て

自ｌ

ａ

Ｍ

ヌ
馨
に
つ
い
て
の
認
�
の
な
い
と
こ
ろ

に
起
因
レ
て
い
る
と
い
え
よ
・
コ
。
妓
ら

は
従
一
０
ふ
る
い
視
点
か
ら
し
か
以
民

を
晃
一
こ
と
か
で
き
な
い
。
だ
か
ヽ
り
、

一
這
塚
。
四
泌
の
‥
ｌ
い
そ
り
ら
の
が
、
は

じ
め
か
ら
そ
り
思
考
を
こ
λ
だ
も
の
だ

っ
た
。
そ
れ
＆
｡
9
4
j
か
も
一
尽
突
然

変
異
9
E
1
7
J
J
v
j
l
y

l
％

に
解
釈
し
、
闘
犬
こ
込
し
拓
ｔ
て

い
兎　

一
二
里
磁
一
民
０
ロ
い
は
、
国
家
祉
刀

と
り
盛
遭
０
対
訳
と
い
う
特
・
一
瓦
条
件
り

も
り
で
形
以
ど
れ
て
き
て
い
・
・
Ｑ
か
、
特

一一

ア
ピ
ー
ル

民
の
も
つ
一
般
的
な
託
格
、
動
向
の
う

え
に
立
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
、
こ
り
翼

争
り
基
本
戦
略
を
決
定
す
る
基
底
が
あ

る
。
い
ま
、
そ
り
劃
い
の
転
機
は
一
か

な
も
り
と
ぱ
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、

「
ヤ
マ
躯
す
」
と
い
う
○
で
は
な
く
、

ま
ａ
し
４
そ
り
反
対
り
可
脈
性
劣
芯

て
い
る
も
り
な
り
だ
。

　
す
で
に
閥
佩
洒
に
は
明
ら
か
な
こ
と

だ
か
、
第
二
次
代
一
行
闘
争
に
お
い
て

そ
り
帰
趨
に
決
定
的
な
作
用
を
も
た
ら

し
た
り
は
、
‘
一
十
。
九
号
台
萬
だ
っ
た
。

駒
鳶
ぺ
天
浪
り
９
跡
に
は
今
も
な
お

凧
白
メ
ー
ト
ル
り
地
・
む
隷
ｗ
延
ぞ
』
し

て
つ
づ
い
で
い
る
い
だ
ｗ
、
浸
水
り
た

め
、
そ
れ
が
恒
川
Ｘ
こ
か
っ
こ
。
天

り
利
は
ａ
Ｍ
が
わ
に
な
く
、
半
年
に
わ

た
る
秘
々
午
苫
は
文
字
と
Ｊ
り
水
泡
に

帰
し
、
そ
こ
に
硲
以
・
の
耐
飽
か
生
じ

尽
魅
下
Ｍ
Ｊ
使
・
弧
心
な
り
、
す
く
な

く
と
恥
十
Ｕ
Ｕ
り
。
惣
ぷ
可
心
一
で
あ
り

そ
り
Ｕ
に
民
衆
を
柘
に
｀
し
て
、
迦
包
囲

作
Ｕ
に
よ
一
Ｑ
大
反
￥
。
岑
つ
。
’
Ｑ
こ
と
か

で
き
た
。
勧
し
く
も

1
1
1
‐
認
。
七
″
一
し
て
い

る
。

　
し
か
し
、
万
に
お
よ
ぷ
Ｉ
民
り
Ｍ
本

部
豚
り
う
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
天
り

利
り
い
か
に
か
か
わ
・
り
ず
、
北
轍
台
地

申
万
９
罠
り
総
決
叫
乞
つ
ね
に
可
ほ

の
も
り
と
し
て
く
る
り
で
あ
り
、
そ
り

一
。
庸
で
は
、
も

‘ ほ
や
地
下
鎗
が
唯
５

拠
点
で
は
な
い
＠
妓
ら
は
公
然

で
、
そ
り
闘
ぃ
を
縦
横
″
、

Ｊ
Ｗ
ふ

Ｉ

る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
つ
い
て
ご
乙
尼

ｉ
．
１
Ｅ
;
Ｉ
Ｍ
Ｍ
ｔ
ｉ
ａ
ｆ

６
二
次
一

代
帆
行
一
争
‐
Ｑ
り
μ
測
り
な
か
で
意
気

た
か
く
次
｡
9
岑
に
の
ぺ
て
ぃ
る
。

】

　
「
四
庖
公
糾
い
か
に
そ
り
非
道
玉

冷
酷
に
お
し
ａ
め
よ
‘
？
す
る
も
、
機

勁
一
、
い
か
に
そ
り
狂
Ｊ
を
発
揮
し
よ

Ｉ

う
と
も
、
友
納
知
Ｊ
、
い
か
に

肉
り
。
奸
策
を
く
り
λ
そ
う
・

い
パ
心
四
一

数
一 万
り
ａ
民
・
庄
り
ａ
浸
炭
４
し
、

そ
こ
に
全
国
？
践
諮
。
？
」
μ
ベ
ヱ

然
同
に
呪
り
一
重
万
（
蔽
、
十
万
戸
）
一

の
回
似
合
ｋ
す
．
Ｊ
Ｇ
Ｏ
、
そ
れ
ら
は
‐
‐
‐
‐

全
く
一
丿
力
Ｌ
尼
し
、
う
に
た
か
り
ご
と

く
ｎ
え
う
せ
ｗ
。
ｒ
;
大
這
は
わ
れ
’
り

一

９
Ｒ
９
‘
Ｆ
Ｊ
７

ｊ
７
Ｍ
９
‘
Ｘ

掻
が
｀
付
μ
す
’
？
』
ぃ
Ｉ
２
７
が
こ
り
・
国
一

に
お
ぃ
て
Ｉ
。
Ｊ
一
。
‐
。
』
れ
心
」

　
な
Ｉ
Ｊ
付
心
す
Ｊ
な
ら
ぱ
、
そ
っ
し
に

可
尼
粍
を
。
べ
‥
心
‐
り
り
と
す
．
Ｑ
た
め
Ｆ

は
、
学
王
、
反
戦
力
同
名
Ｑ
支
援
Ｊ
ほ

は
、
従
来
り
戦
力
・
芦
吋
立
↑
｀
か
ら
す

る
共
Ｓ
と
ぃ
う
ば
ひ
り
で
な
く
、
周
辺

ａ
民
・
陶
柵
丿
収
叱
小
」
以
肋
す
る
任

ｄ
を
も
冒
’
尽
力
４
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
全
く
Ｍ
ぶ
を
Ｉ
ら
れ
て
ぃ
必
こ

乙
が
・
り
で
あ
・
呪
　
　
　
　
　
。

　
　
　
　
　
（
や
蛍
ぐ
ち
ぶ
し
ゅ
う
）

狭
山
差
別
裁
判
糾
弾

1
1
月
公
判
に
決
起
せ
よ
／

東
洋
大
部
落

　
わ
れ
わ
れ
部
落
Ｓ
放
研
究
会
は
五
月

に
結
成
さ
れ
、
部
落
差
別
の
本
賢
的
農

一
を
包
ん
で
い
る
狭
山
差
別
政
利
糾
弾

ら

一
争
戈
自
ら
り
命
を
か
け
Ｉ
っ
て
い
Ｉ
ら
を
さ
さ
・
４
’
ヽ
き
た
も
り
が
わ
れ
わ
れ

消
ぼ
ド
１
消
遣
忌
に
般
ぼ
哨
海
ぽ

ｑ

４

　
狭
山
事
件
と
は
一
九
六
三
年
に
お
こ

っ
た
女
子
高
校
生
前
哨
・
知
行
・
惨
殺

事
件
で
あ
る
。
当
時
『
吉
脈
ち
ゃ
ん
事

件
』
の
失
態
に
寞
ね
あ
せ
っ
て
い
た
曹

r
y

9
/
2
1
9
4
j
l
被
差
別
部
落
に

猫
柳
的
見
込
み
ａ
査
を
始
め
た
の
で
あ

る
。
Ｓ
Ｍ
り
扁
査
咲
住
民
り
申
に
存

在
す
る
部
落
に
対
す
る
差
別
的
予
新
と

如
兌
に
の
っ
と
っ
た
形
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
当
時
マ
ス
Ｊ
ミ
も
外
喩
３
奪
り

時
点
か
ら
、
あ
た
か
も
犯
人
か
嗜
罠

で
一
心
る
が
り
ご
少
ｇ
ａ
き
た
て
、
警
・
祭

り
捜
査
を
、
ま
べ
犯
人
で
っ
ち
あ
げ

を
ス
ム
ー
ズ
に
行
な
わ
せ
て
き
た
り
で

一 一 -

あ
る
Ｑ
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
｀
Ｍ

権
力
・
マ
ス
コ
ミ
の
差
別
を
断
じ
。
’
ｌ
許

す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ま
た
、
こ
れ

ら
を
さ
さ
・
タ
で
き
た
も
り
が
わ
れ
わ
れ

躊
落
に
冽
す
る
迫
別
哨
予
断
と
Ｉ
４
で

あ
や
』
と
を
み
○
が
す
わ
け
に
は
い
か

な
い
。

　
ま
た
、
犯
人
と
さ
れ
な
心
川
君
り
生

い
立
ち
そ
り
も
り
か
Ｓ
湛
差
別
に
つ
ら

ぬ
か
４
て
い
る
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
み

て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
小
。
￥
校
五
年

す
ら
徊
き
出
て
い
な
い
映
は
、
法
的

知
礪
に
う
と
く
Ｉ
ら
Ｊ
Ｍ
へ
の
絶
対
哨
信
創

り
も
と
に
、
蕃
菅
り
甘
‐
１
ｓ
に
り
せ
り
れ

ニ
セ
の
自
白
を
し
で
し
ま
っ
た
。
そ
り

申
に
、
教
育
り
構
公
均
。
辱
・
就
礦
の
檎

会
均
り
と
い
う
Ｍ
本
則
堡
艮
哨
権
利

を
奪
わ
れ
、
主
。
公
な
生
政
一
係
か
ら
除

外
さ
れ
た
部
考
。
｀
別
の
本
以
を
み
る
こ

と
が
で
き
る
ｏ

　
封
建
一
時
代
に
、
分
裂
交
配
と
、
ａ

民
か
ら
よ
り
多
く
一
取
す
る
た
め
○
尨

具
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
部
落
が
、

何
改
に
こ
り
衷
本
土
匹
・
０
玩
代
に
な
お

も
Ｍ
俘
さ
れ
て
い
る
り
で
あ
ろ
う
か
。

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
り
向
い
を
追
求
す
る

中
に
、
現
在
０
資
本
主
。
｀
匯
一
の
本
‐
ロ

が
あ
る
○
で
は
な
い
？
」
づ
４
９

　
第
一
審
に
お
い
て
政
利
柵
Ｕ
部
落

差
別
に
の
っ
と
っ
た
形
。
で
政
利
を
悲
め

て
い
る
。
そ
れ
叫
’
一
叙
の
ｘ
咆
現
認

か
岐
を
こ
り
様
に
さ
せ
。
兄
し
ま
ご
昌

尽
教
育
も
石
く
に
う
け
て
い
な
い
、

一
的
視
抑
炎
謳
さ
せ
汀
縦
心
責
任
を
む

求
し
よ
・
つ
と
し
な
い
い
で
あ
る
．
．
第
二

審
に
お
い
て
は
、
弊
］
び
轍
・
パ
ご
Ｉ
体
と

な
ツ
た
誉
ご
は
、
糾
．
が
何
で
も
・
石
川

君
に
’
町
度
ｗ
‐
兇
削
‐
郭
限
を
こ
ふ
．
‐
こ

て
い
兎
公
顎
廷
に
お
い
て
．
ま
人
に
対

し
、
「
1
0
年
近
く
も
廿
り
こ
と
だ
か
ら

忘
れ
て
も
り
然
で
し
ょ
う
。
む
り
に
恐

い
出
さ
な
く
で
も
ょ
い
」
と
い
っ
た
よ

う
な
発
Ｊ
を
行
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

裁
判
所
に
対
し
て
り
抗
議
と
石
川
君
を

は
げ
ま
す
為
○
シ
｀
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を

公
列
廷
に
と
４
け
る
為
蔵
判
所
孚
亡
り

ま
こ
う
と
し
た
我
々
に
対
し
、
機
動
隊

を
ｋ
っ
て
似
権
哨
一
ｌ
加
え
て
き

た
。

　
こ
り
様
な
Ｕ
家
Ｉ
力
に
対
し
、
我
々

は
断
乎
と
し
な
糾
偉
い
｀
争
を
Ｍ
同
し
て

ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
我
々
り
怒
り
を

嘔
政
一
一
白
万
人
Ｉ
名
を
貸
絃
し
ぬ
く

　
水
銀
の
毒
と
知
ら
ず
・
に
Ｅ
の
日

　
ま
で
狂
っ
た
む
す
こ
に
ニ
ｎ

　
イ
を
咳
わ
せ
る

　
一
・
￥
父
心
中
硲
患
者
を
り
．
’
£

桑
．
野
忠
台
ひ
ん
は
、
魚
を
食
べ
る
、
５

か
．
死
に
飢
ご
・
Ｉ
？
拓
ら
な
か
っ
た
ふ
ｌ

り
に
、
六
ｓ
’
‥
災
．

‘ ご
心
の
ｈ
以
ヘ
ニ

ゴ
イ
０
詞
身
』
ｙ
』

‘ ．
乙
ん
だ
．
そ
し
．

‘ Ｌ
四

十
一
八
年
．

・
八
月
忠
恰
』
ん
に
Ｒ
む

ぢ
一
几
‐
峡
．
志
む
Ｉ
ご
ん
Ｉ
゛
ご
う
．

「
息
．
実
砥
ん
だ
い
で
は
な
い
ご
以

さ
れ
た
い
だ
／
」
Ｊ
．

　
６
Ｇ
水
ｋ
・
訥
に
ｎ
く
ド
界
で
２

番
目
心
水
以
回
折
心
ａ
一
以
野
川
心
一

戦
ｗ
ａ
Ｍ
水
似
申
。
ｗ
は
、
‐
1
.
‐
。
Ｍ
Ｏ
‥
心

則
．
］
心
・
上
記
県
こ
圀
｀
し
￥
応
ｋ

水
Ｅ
ａ
ｙ
;
９
ｙ
ｊ
新
;
ｒ
Ｕ
Ｇ

崎
一
利
長
）
に
よ
り
．
心
め
り
れ
た
．

申
４
知
生
び
・
り
七
瓦
已
次
一
心

捉
嘔
？
り
例
年
一
．
『
一
ケ
月
ぷ
り
に
、
Ｅ

啄
£
こ
な
れ
、
生
必
‐
一
で
む
わ
れ

た
皺
一
心
が
£
ｙ
政
利
と
’
．
‐
ｌ
う
手
段
に

よ
り
肪
ち
い
１
だ
帖
緊
で
あ
．
‐
呪
こ

れ
で
仮
り
抑
仙
田
イ
タ
イ
イ
タ
イ
炳

訴
ｔ
２
ｊ
ｆ

ｉ
ｌ
ｌ
大
公
害
必
一

（
神
通
川
イ
ク
イ
イ
タ
イ
屑
、
新
‐
一

¥
J
‘
r

y
4
¥
3
r
！
口
巾
ぜ

ん
そ
く
）
○
内
、
‘
一
？
で
か
一
審

判
決
で
ｗ
ｌ
者
、
住
民
の
時
刻
と
以

っ
ち

　
こ
の
斬
一
木
ｋ
・
炳
政
伺
に
は
、
囚

県
哨
、
肺
と
μ
任
一
と
．
．
う
一
石
０
大

き
な
関
門
か
有
っ
た
．
そ
れ
丈
に
企

業
一
被
害
者
、
住
扮
沓
う
公
Ｊ
．
″

訟
り
典
型
陶
向
逗
で
あ
り
、
裁
判
．
隋

i
g

i
l
1
9
9
t
｡
j
9

4
4
9
1
S

汲
全
休
を
白
ノ
も
の
と
し
て
叱
目
Ｊ

成
ら
な
い
」
こ
Ｉ
ベ
ー
ゐ
Ｑ
Ｍ
り
氾
’
ふ

か
企
采
り
目
前
ぶ
で
・
、
ａ
す
れ
ば
、
企

ｔ
哨
が
以
ｇ
た
り
り
な
い
ぺ
ぶ
豆

証
し
な
い
限
り
。

、 ｊ
Ｍ
囚
図
関
函
有
り

と
す
べ
き
だ
。
に
気
心
ハ
任
い
Ｉ

1
9
J
4
｛
!
2
j
t
し
勺

　
ま
た
吊
≒
Ｕ
ぶ
、
企

‘
こ
叫

故
意
珀
矢
に
り
い
て
￥
陥
じ
コ

廻
は
Ｍ
絢
。
一
・
ｒ
四
小
に
は
ぶ
べ
・
。
’
い
心

Q
E
7
H

:
j
t
u

D
y
j
F
P

で

・

い
Ｉ
．
に
ず
。
ら
そ
い
叫
一
で
一
比
一

本
友
鮑
苫
り
水
Ｋ
ｈ
に
つ
・
い
。
・
・
ｋ
り

耶
孟
ｙ
Ｈ
ｙ
Ｕ
、
エ
!
Ｊ
;
Ｍ
Ｔ
４

ｎ
Ｊ
ｎ
リ
ー
応
エ
ム
ー
（
Ｊ
ｊ

□
瓦
）
ｎ
ら
Ｉ
れ
一
。
ｊ
時
り
図
ご
ご
。
’
Ｊ

西
正
夫
氏
．
ｙ
£
に
図
仙
し
て
い
たし苦悩は続くしか勝利-

･･･－-……新潟水俣病判決から………………i

l.................公害根絶の挑戦へ／………………

事
か
り
見
て
も
は
っ
き
り
し
て
い

る
。
そ
れ
な
９
同
。
斑
は
厖
ａ
り
糾

映
や
ぶ
編
り
防
除
知
ぃ
を
し
な
い
で

被
・
吏
＆
し
た
ぃ
は
Ｕ
失
ご
・
Ｊ
う
よ

り
も
、
水
火
○
故
秘
よ
、
Ｑ
殺
人
、
１

r
U
g
j
y

E
J
し
た
０
に
対
し

複
包
朗
は
『
池
本
大
字
の
研
究
は
公

表
さ
れ
た
も
り
で
は
な
い
。
ア
セ
ト

ア
ル
デ
ヒ
ド
○
製
。
心
工
ａ
で
メ
チ
ル

水
髪
が
一
生
ず
る
。
１
″
ら
は
っ
き
り
し

な
か
っ
侃
腿
ク
ぶ
択
一
ｏ
以
囚

が
メ
チ
ル
水
￥
」
‥
う
。
ｊ
は
な
か

っ
た
。
さ
ら
に
鹿
瀬
４
工
り
燧
政
処

理
・
は
｡
‾
S
I
:
n
技
ｌ
水
準
で
水
以

睨
県
や
函
弓
ｔ
元
い
た
の
だ
か

ら
Ｉ
火
ｗ
行
っ
た
と
は
。
‥
‐
一
な
い
。

哩
液
甲
り
水
銀
は
コ
時
り
分
析
技
ｉ

で
分
離
旧
来
な
い
程
い
も
り
ｙ
％

尽
こ
り
Ｉ
″
？
り
も
公
社
闘
に
は

故
息
は
ツ
｀
一
失
も
屈
い
と
‥
λ

る
’
」
Ｉ
Ｊ
Ｉ
し
≒
こ
う
し
た
ｋ

方
に
よ
っ
ｌ
は
史
‐
’
旨
’
し
い
故
�
過

失
に
つ
い
で
コ
ご
．
ｗ
生
・
趾
６
飼
は

一
般
住
民
り
生
６
伺
浸
吋

、 一
の
Ｊ
｀

和
り
上
で
祚
さ
れ
る
も
り
で
あ
り
、

住
民
の
斌
も
基
本
的
な
権
利
で
あ
る

単
細
、
働
康
を
一
枚
に
し
て
ま
で
も

企
尨
の
利
益
を
価
塀
し
な
け
れ
ぱ
な

６
な
い
理
田
は
な
い
ご
｢
2
g
!
!

．
‐
．
一
十
六
小
片
．
り
ぶ
．

． ｃ
に
は
以
氷
水
戻

い
Ｕ
ｕ
・
．
求
り
．
’
ぶ
泊
り
で
い
に
も

拘

１ １
ず
μ
水
い
．
’
尨
’
Ｋ
性
を
紀
・
λ
ず
検

t
¥
y

z
1
1
火
吸
Ｍ
し
・
Ｓ
Ｉ

μ
．
ｏ
μ
．
以
．
弓
い
て
０
司
政
ふ
』
．
’
っ

た
．
り
は

｀
り
欠
陥
」
ご
刊
．
喩
し
涵
一

久
｛
哺
｝
に
近
い
刊
決
作
』
．
浄
し
ぢ

　
し
・
ひ
し
乍
ら
．
り
旨
蛸
い
．
Ｅ
吻
ａ

ぱ
ら
力
詞
に

、
旭
り
乍
．
り
も
知
能
同
列

で
詣
い
・
Ｊ
ｆ
Ｊ
‐
’
弓
っ
ま
で
も
な
い
こ
″

判
決
４
『
公
．
’
．
″
叔

‘ 山
ｏ
妬
・
弓
笙
£

Ｇ
Ｊ
に
よ
っ
．
Ｘ
杓
禁
ふ
げ
で
い
‘
Ｑ

企

、
１
只
一
す
べ
Ｊ
で
あ
必
』
j
J
'
1

う
’
ぃ
．
場
に
立
っ
て
い
９
ｙ
ｌ
ｙ
２

ｊ
ｊ
祠
例
り
一
般
辿
ぺ
叱
Ｉ
Ｕ

と
．
’
？
べ
そ
し
て
た
だ
皐
に
企
業
μ

阿
昌
み
・
化
石
β
４
く
、
「
Ｇ
吋
は

企
ぷ
り
犬
だ
」
と
被
吉
ぶ
か
一
同
に

怨
急
度
芯
で
μ
水
牢
痢
７
』
わ
れ

わ
れ
が
哨
河
に
共
に
叫
ん
ｙ
汀
く
か

Ｍ
Ｄ
ｙ
ｘ
'
ｙ

Ｒ
５
‐
Ｍ
‐
Ｍ

ら
ば
一
男
霧
料
請
求
に
図
し
ぺ

全
休
Ｌ
こ
し
て
ｕ
撫
を
反
転
に
．
ト
ま
わ

る
結
束
と
．
叫
り
、
叱
汽
．
Ｊ
Ｅ
石
に

1 ‐
1
ｊ
く
、
軽
Ｓ
ご
は
溥
い
と
Ｊ
う

5
j
p
J
g
y

a
i
i
i
l
r
l

い
４
が
り
い
者
に
否
応
無
く
敢
さ
れ

て
．
打
く
生
命
の
偏
段
を
ど
り
様
に
沢

め
る
り
ひ
／
確
か
に
「
煩
ら
金
ｙ
、

槙
ま
れ
て
も
叱
ん
だ
者
り
向
は
生
さ

環
．
’
八
ら
な
い
」
「
誠
司
に
邸
っ
た
り

は
一
し
い
か
、
だ
か
ら
と
・
Ｊ
ク
Ｌ
、

身
体
０
硝
み
は
な
く
な
ら
な
い
」
だ

か
ら
こ
そ
、
だ
か
ら
こ
そ
判
決
で
あ

そ
こ
ま
で
μ
ａ
鯛
り
主
張
を
認
め
‘
に

以
上
．
一
輛
糾
全
編
き
４
め
る
０
か
コ

然
這
き
る
Ｊ
で
あ
っ
た
ろ
う
．

　
咀
に
哨
、
一
．
６
は
企
‘
ふ
り
ぴ
を
破

っ
た
．
こ
れ
か
ら
は
公
害
恢
硲
で
あ

免
宇
井
祠
ａ
か
『
Ｑ
二
り
水
訟
病

が
発
生
し
、
し
か
も
被
害
石
を
民
丿

訴
必
に
ま
で
沿
い
込
ん
だ
と
’
．
ｄ
う
Ｕ

本
．
わ
れ
わ
れ
科
学
石
は
何
を
し
て

い
た
０
だ
ろ
う
ご
と
反
．
Ｑ
を
込
め

て
詰
り
、
そ
し
’
Ｃ
史
に
、
被
害
右
側

に
立
っ
て
因
果
叫
係
を
究
明
し
た
掩

沢
行
雄
耐
潟
大
丿
教
投
は
『
研
究
者

は
今
、
環
扁
破
壊
へ
の
挑
・
幟
を
迫
・
り

れ
て
い
る
．
今
変
り
判
決
は
砥
達
に

一
う
覚
悟
は
出
来
で
い
る
０
ひ
／

を
同
う
て
い
る
』
．
拉
げ
か
け
兌

　
帖
り
「
人
心
と
ば
・
口
然
り
ブ
ぶ
で

あ
る
」
そ
い
内
で
わ
ハ
わ
れ
凧
そ

の
自
然
・
ご
り
哨
一
忿
怨
し
、
わ
れ

わ
れ
を
殺
す
Ｊ
に
．
惚
一
一
伺
硲
を
負

る
こ
の
構
｀
４
に
咳
い
仇
よ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Λ
祭
Ｖ

咄
目
り
ア
ム
ス
テ
’
ｙ
・
ム
ベ
リ
ロ
竺
き
で
い
・
匈
ふ
λ
引
昌
む
人
で
あ
．
心

ト
帰
心
乙
い
減
じ
・
い
シ
ゴ
ノ
レ
ヒ
コ
ー
Ｃ
ト
．
ソ
１
ｄ
‐
Ｊ
‐
ら
ん
Ｉ
。
Ｅ
‐
い
・
男
．
に
オ
ッ

ー
ル
１
‐
デ
モ
冰
ヅ
．
心
刎
口
ぃ
丸
ぃ
ま
ノ
ズ
ア
ツ
ソ
．
に
≒
．
ニ
・
芦
尽
ａ
、

・
が
．
呵
う
く
こ
れ
Ｊ
．
一
い
う
状
況
い
．
申
．
軸
亭
回
ド
叫
び
．
汗
丿
侃
一
ピ
ト

に
ぐ
こ
ー
込
め
・
ぃ
ｕ
た
い
ｙ
愕
ご

二

、
了
ゐ
・
久
人
・
ム
こ
ヒ
ロ
ヒ
ト
か
や

賎
。
ｙ
こ
．
‐
７
収
Ｊ
ｙ
・
尚
了
こ
パ
ド
っ
．
ふ
ぺ
歓
迎
し
な
い
．
は
コ
よ

ン
ス
ツ
ベ
辺
Ｊ
、
．
マ
ン
ガ
に
Ｊ
．
じ
れ

兄
い
ご
・
ぅ
に
人
々
心
胸
い
．
申
に
江

「
叫
丿
苅
入
・
ふ
心
ヒ
ロ
ヒ
ト
に
・
．
、

ヒ
ト
Ｊ
Ｉ
、
ム
ノ
ー
Ｊ
．
一
、
に
く
な

匹
ご
Ｔ
づ
タ
ブ
．
．
に
Ｉ
’
、
’
‥
．
ヒ
ー
口

．
ヒ
ト
ご
Ｉ
’
心
Ｅ
Ｉ
．
一
．
一
一
］
Ｌ
．
．
ハ
入
’
．

’
い
歓
．
］
］

一

と
ミ

ー
．
～
一
ｊ
φ
ｚ

一
’
一
戸
、
ロ
払
に
・
ド
．

・

孔
・
、
．
―
．
に
当

Ｔ

Ｅ
・
リ

’

回

・
太
こ
ハ
ー
．
‥
・
ｊ
．
・
・
認
．
九
り
Ｉ

・
ノ
ヽ
ぃ
る
ぃ
・
に
何
笑
。
だ
卵
ｎ
な
、
バ
ー
プ
ド
。
言
y

i
i
1
4
/
4
‐
1
‐
G
G
‐
D
‐
。
脳

　
？
」
・
ぃ
ら
疑
…
…
…
い
。
ｙ
Ｅ
ぃ
’
‘
‥
・
’
。
ヽ
質
い
て
戻
。
必
一
…
…
ｙ
・
・
か
ベ
ー
ベ
ー
″
乙

’

・

・
白
・
㈹
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
・
６
ぃ
昌
と
ｏ
了
・
・
ノ
ー
。
八
節

皿

六
万
ン
ダ
リ
昌
て
ぶ
Ｈ
づ
剔
Ｉ
ｍ
二
心
ぶ
ヅ
ー
乙
回
ヅ

ー
Ｔ
Ｐ
Ａ
ｋ
Ｏ
・
０
Ｉ
Ｉ
怨
・
・
は
次
い
・
、
２
は
、
w
｡
t
｡
r
l

:
l
l
辿
し
つ
。
に
・
｀

八
に
万
穏

』
‘
』
ぃ
｀
Ｔ
２
ご
…
…

尚

尚
・
ゾ
い
こ
こ
に
・
｀
…
…
づ

　
ウ
ト
レ
ス
ト
ヅ
崇
言
平
入
ご
芳
久
・
い
’
・
叫
て
い
□
・
・
吟
じ
号
≒

　
・
こ
・
・
。
’
か
・
Σ
ｙ
ｙ
が
’
。
。
秀
三
ニ

ニ

已
。
よ
云
ｙ
リ
恚
ツ
ｚ
回

;
|

・ホットドックコーヒー

U』上白

かぎ喫茶室

小集会に御利用下さい

電話（８１２）９４５９

た

　資生堂チェーンストアー

白山上
　高　木　薬　局

　　電話(８１１)２０６４

一
　
香
り
Ｕ
一
か
な
不
場
の
そ
ば
　
　
　
　

一

　
　
　
自
侵
の
昧
・
品
本
位

満
　
寿

美
　
．
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
自
山
上
バ
ス
が
前

一
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
Ⅲ
丿
七
一
八
八
六

一

制服・制ij・パ。チ・カ。プ

宸・その仙

モトハシ帽子店

ＴＥＬ（９４１）５２１４
本学前

Ｉ

□

　　　　　　　　　　　　麻雀･

←駒込駅　　　　　　Ｊ　ことぶき

碁

ズ１

自山上

二
回

り徒歩５分

￥4←

￥30－

雀
サービス本位の雀荘一学園よ

　学生割引　　一時間

　サービスタイム　１時間

　(AM10:00－PM5Z00)

　冷暖房完備

ブことぷきー一一ラク

公
害
に
よ
っ
て
周
辺
住
民
、
反
対
一
眼
忿
い
や
が
ら
せ
的
に
切
り
�
そ
り
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

　
わ
れ
わ
れ
は
現
化
ご
二
里
塚
翼
争
が
新
た
な
る
殴
随
に
迫
し
て
い
る
こ
り
詩
剛
に
、
コ
一
｛
方
北
総
腰
民
の
叛
乱
｝

の
実
現
は
可
能
な
の
か
心
フ
な
の
か
、
「
な
に
を
な
さ
ね
ぱ
な
ら
な
い
の
か
」
考
え
て
み
よ
う
。

- － ・

番
機
発
着
は

権
力
の

　
「
反
対
拠
点
ほ
ぱ
政
去
」
「
辰
民
と

栄
・
生
り
離
き
「
血
年
余
り
紛
争
ヤ
マ

越
す
瓦
そ
ー
つ
し
た
ぷ
ぷ
、
．
一
一
箪
塚

廓
一
ぶ
Ｒ
執
行
り
あ
ヘ
ー
鮫
商
某
紙

に
書
一
沢
ぐ
ら
れ
た
り
み
な
ら
ず
．

「
新
左
洲
」
り
な
か
に
も
コ
．
μ
］
は
次

弟
に
分
限
せ
ざ
る
を
え
な
い
肩
邸
．
た

っ
た
’
こ
い
つ
忿
見
り
出
て
い
る
○
か

み
ら
れ
Ｑ
さ
し
も
世
回
り
関
心
を
あ

つ
４
ｏ
‐
図
屈
百
一
フ
ぱ
い
叫
‘
Ｍ
・
ぶ

句
防
．
叉
．
八
石
だ
吸
口
．
心
べ
．
ａ
μ

は
？
．
’
女
心
糾
応
ｊ
リ
困
応
‐
‐
託
ご
ｙ

で
５
こ
・
ノ
回
Ｉ
ご
‥
・
何
休

に
固
犬
ご
几
に
乙
…
…
に
Ｉ
、
一

危

機

を
実Ｗ

Ｉ

ち
一
墨
こ
民
り
闘
い
は
、
近
代
ｋ
民

闘
争
火
上
も
っ
と
も
壮
絶
と
り
記
録
を

り
こ
し
な
か
ら
も
、
所
詮
は
空
し
く
収

北
を
も
っ
て
゛
ま
ん
・
と
す
る
０
か
．

　
な
る
は
ど
、
「
四
千
米
師
走
路
を
中

心
と
し
た
第
一
如
ふ
￥
に
城
内
に
の
こ

る
反
対
‐
以
・
り
用
地
は
、
共
産
党
系
り
平

和
居
、
簾
崎
恢
り
ご
ん
の
住
居
と
畑
、

共
同
．
応
リ
．
一
ヵ
叫
言
々
だ
．
こ
り

う
ら
平
那
・
リ
に
．
、
千
万
崇
」
屈
仰
条
件

丑
め
ぐ
．
こ
渉
μ
心
中
で
解
決
０
屁
迎

団
で
は
陥
て
い
る
」
（
明
日
）
と
す
れ

ば
、
「
共
同
緑
地
に
つ
い
て
は
嫉
航
し

そ
う
だ
か
」
（
同
上
）
４
い
っ
て
も
、

来
年
五
月
に
一
番
機
を
飛
ぱ
す
こ
と
は

ま
ず
不
可
匍
で
は
な
い
と
一
え
．
Ｑ
こ
と

が
で
き
よ
う
。

　
＠
ｘ
ｊ
ａ
Ｍ
７

Ｓ
ａ
２

｢
Ｓ
＆

3
1
利
μ
祓
」
を
呼
り
し
て
″
で
も
、

従
来
9
i
r

K
I
に
あ
ら
わ
れ
た
彼

我
０
力
Ｓ
佩
か
ら
し
て
、
催
か
な
一
定

の
力
を
も
つ
。
だ
か
、
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
Ξ
9

岫
民
‐
り
Ｉ
い
が
終
熔
し
、
成
田
空
延
が

完
成
す
る
と
見
る
り
は
、
闘
争
の
本
賀

詞
混
一
開
０
把
一
に
欠
け
た
早
計
と
い

式
ぐ
・
こ
ば
吊
で
惣
弓
涵
一
う
ｏ
み
な
ら
ず
ヽ
い
ち
じ
る
し
く
ぷ
こ
は
い
く
つ
か
の
条
件
の
出
揃
う
こ
と
を

一
心
・
。
。
フ
芦
・
べ
箆
祠
叩
ご
ん
方
で
い
兄
事
態
を
深
く
想
孚
る
と
ご
必
安
と
す
兄
そ
れ
は
止
艇
庫
哨
支
援

も
弔
ご
い
ご
・
図
』
｀
‐
’
‘
‐
心
‘
つ
い
と
賊
公
一
そ
れ
と
湊
く
反
刈
り
結
論
か
で
て
く
部
啄
り
戦
�
・
り
ご
と
く
ｋ
息
り
も
り
で

に
回
漕
汽

‘個
個
白
‐
ぱ
一

を
要
請
し
、
十
一
月
公
判
一
争
（
９
・

Ｈ
日
）
に
決
超
・
一
瓦
ん
こ
と
を
一
Ｍ
久
一
Ｊ

す
。

　
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
狭
山
差
別
一
朝
反
対
／

　
豊
別
判
決
と
り
消
し
￥
求
／

　
石
川
青
年
即
時
釈
放
／

　
亘
力
入
著
名
貫
徹
／

　
鄙
落
完
全
解
放
／

　
　
文
Ｍ
宋
洋
犬
泌
μ
り
放
研
％
会

れ
、
存
£
し
た
。
囚
采
‥
ｉ
一
価
の
間
遠

点
に
対
し
て
原
告
伺
は
最
初
か
ら
辰

く
『
昭
電
ａ
瀬
工
い
｀
は
ア
セ
ト
ア
ル

デ
ヒ
ド
り
製
一
に
あ
た
り
、
水
髪
を

触
誠
に
い
’
Ｑ
Ｏ
で
メ
チ
ル
水
銀
が
副

生
す
る
。
廃
液
は
。
よ
．
R
'
j
3
n

の
ま
ま
阿
μ
野

1
1
1
へ
放
出
さ
れ
、
ぴ

生
露
の
特
別
研
究
以
が
排
水
Ｕ
い
水

西
か
ら
メ
チ
ル
水
銀
を
検
出
し
て
い

る
4
4
か
ら
も
同
工
Ｊ
が
６
染
原
と
．
Ｊ

え
心
。
ｐ
Ｊ
ｇ
ｊ
し
な
り
に
刈
し
、

昭
。
４
祠
は
「
地
域
的
。
｀
リ
汚
染
で
。
心

り
、
新
潟
池
．
ｋ
津
Ｍ
に
よ
Ｍ
こ
川

河
・
□
附
近
り
自
匝
か
ら
流
出
し
た
大

Ｍ
Ｏ
Ｕ
薬
が
一
因
で
い
る
。
」
と
ｋ

一
し
た
。
し
か
し
、
判
決
は
［
・
以
吉

の
工
一
廃
液
‐
説
は
科
学
的
に
も
矛
ｕ

な
く
説
明
圃
来
必
り
に
対
し
、
被
t
］

の
ａ
必
脱
は
遥
μ
自
休
に
も
矛
ほ
か

あ
り
、
問
題
が
多
い
。
ｔ
じ
て
．
Ｍ

告
哺
の
立
£
允
分
と
し
な
。
公
が
訴

訟
の
特
ｋ
作
土
因
果
Ｓ
係
の
立
4
1
&

特
に
自
然
科
字
．
Ｊ
争
に
ｈ
り
″
紀
り

叱
″
す
る
恐
れ
を
、
裁
判
所
は
『
権

力
の
ひ
と
か
け
ら
も
持
だ
な
い
一
般

人
と
、
排
他
的
、
独
占
的
な
知
識
を

持
っ
た
加
害
企
業
と
は
比
べ
も
の
に

戦
犯
ヒ
ロ
ヒ
ト
帰
え
れ
／

日
の
丸
が
燃
え
、
唾
が
と
ぷ

　
　
　
　
　
ー
天
皇
一
派
・
訪
献
２
一
関
Ｉ

　
大
盛
、
Ｍ
回
九
同
一
７
七
日
か
・
り

二
辿
圖
余
に
わ
た
り
て
、
「
友
好
親

善
」
こ
称
し
て
、
機
恕
こ
守
ら
れ
．
、

廠
£
な
包
成
．
り
申
、
訪
．
禾
・
心
欧
い
途

に
４
い
た
．
し
か
し
な
が
り
教
則
界

に
お
い
て
現
象
．
叩
玉
」
’
？
芯
こ
と
に
て
人
々
は
瓢
犯
天
‐
Ｍ
ヒ
ロ
ヒ
ト
を
戻
し

よ
．
で
そ
の
根
本
Ｍ
囚
．
ざ
こ
に
あ
・
．
心
一
で
．
許
し
は
し
な
び
．
た
こ
Ｔ
ロ
宍

り
か
、
な
ぜ
そ
リ
・
守
な
状
態
に
な
Ｉ
ぃ
ご
泣
に
お
い
て
戦
犯
人
泌
ヒ
ロ
ヒ
ト
ヘ

ざ
る
を
λ
な
か
っ
た
り
か
．
、
‐
い
う
屁
会

一

の
抗
議
ａ
争
回
�
わ
．
い
た
い
Ｉ
．
ふ
っ

た
．
．

　
ま
ず
訪
欧
い
．
巴
哭
で
あ
る
デ
ン
マ

ー
ク
に
・
６
く
や
い
な
や
Ｉ
り
ツ
ロ
な
入

ｆ
生
を
中
心
二
万
発
心
欧
駅
止
冒
弓

ま
き
抗
ｔ
ｊ
!
Ｃ
た
Ｑ

　
続
い
で
イ
ギ
リ
ス
で
は
十
月
に
’
目
、

一 一

ビ
ク
ト
リ
ア

1 ‐
1
７
り
バ
タ
キ
ー
ノ
ガ
ム
バ
‐
‐
‐
鴨
’
察
ハ
”
’
‐
’
７
略
苧
’
尚
フ
ロ
”
パ
ベ

咬
に
同
・
？
・
っ
人
Ｊ
ツ
ぷ
す
’
ｙ
’
・
ぷ
に
汀
い
な
ｙ
仁
八
ど
こ
・
ｊ
フ
っ

一
入
り
吊
か
ら
土
Ｐ
ｊ
扮
け
つ
に
ら
わ

咤
そ
し
ｌ
十
月
じ
付
言
、
Ａ
ぷ

卜
已
蛸
物
Ｍ
に
Ｊ
い
て
．
凶
日
．
薦
包
ぶ

し
た
杉
ｏ
ル
か
、
イ
ギ
リ
ス
人
ヅ
Ｅ
に

よ
っ
で
い
り
恒
｀
ｅ
れ
で
い
た
い
で
．
・
ヅ

咤
　
さ
ら
に
、
十
月
ハ
ロ
オ
「
ン
て
・
珊

Ｑ
し
た
人
・
ｙ
に
４
し
Ｎ
大
溺
ヅ
示
す

．
心
中
の
怒
ガ
ラ
ス
．
迎
ン
ニ
Ａ
昌
．
八

に
一
応
・
石
Ｇ
り
げ
・
｀
．
れ
だ
い
Ｉ
ド
‥

兄
徊
に
こ
い
オ
フ
ノ
ノ
に
が
・
い
．
心

確
し
い
抗
犬
ぬ
い
甲
に
伺
ｙ
ｖ
Ｒ
‐

こ
・
詐
て
・
Ｌ
は
な
ン
こ
フ
≒
ｊ
月

行隊員

　
空
万
ク
ズ

ー
‥
一
ヅ
ワ
パ
ｙ
・
式
．
も

ヅ
汗
ダ

ー
づ
に

Ｉ
ゾ
ド
バ
Ｖ
・
汀
釦

隊
、
’

一
一
・
ご
い
べ
．
‐
匹
二
尿
．
ぞ

し
・
こ
ノ
ム
…
…
…
’

・
Ｊ

、
ん
・
・
巡

で
ｒ
・
Ｄ
．
ブ
じ
ペ
ジ
．
こ

Ｉ

フ
、

た
じ
≒
で
い
く
気
月
ふ
弓
し
な
い
。
Ｊ

し
Ｇ

　
な
に
．
Σ
乙

・ ．
・
決
心
．
已
・
．
ｎ
ヅ

る
茫
万
ん
て

・

ご

Ｉ
…
…
…

　
Λ
ｙ

・
ご
ん
句
こ
い
圖
ご

・
男

・
ご

か
け
よ
こ
ご
石
が
つ
？
遥
・

・
戸
ぴ

に
フ
い
る
い
・
Ｘ
訟
し
て
．
ｊ
眠
・
か
し

こ
い
へ
心
だ
っ
と
で
し
ヂ
っ

・
ご
心
れ
は

Ｔ
ご

’
．

ュ
リ
で
・
つ
ロ
に

Ｉ
’
一
せ
・
．
ふ

せ
ん
…

…
｝
一
に
‘
ｙ
・
．
．
’
・
じ
”
’
一
一
．
・

’ヽ
‥
・
［
’
一
．
］
Ｅ
・
Ｊ、
〃

け
ｙ
．
・

‐
ぢ
・
ス
ツ
予

・
で
・
・
貼
．
回
ご

y

J
P
;
2
･
J
％
I
J
4
｛
j
｡
M
｡
j

ご
ん
な
ん

・
ｙ
ン
．
っ
で

・
リ
っ
は
に
・
．
‥
甦

や
フ
い
け
に
．
恐
リ
す
．
し
Ｉ
．
し

で
・
れ
．
'

. y

x
l
‐
Q
‐
‐
y
y
｡
j
2
見
昌
雨

へ
Ｆ
．
Ｅ

・ぶ
心
．

‐ ‐
ら
っ
兄
で
た
心
つ
．

・
・

に

く
い
・
・
’
．
・
．
パ
ー
ん
’
・
ろ
・

’ ぺ
．
ご
．
ん

に
．
に
．

・
・
で
こ
・
い
Ｉ
…
…
、
・
．

‘
．
ｆ
Ｅ
・
’
・

』
・
‐
‐
‘
・
．
’
ヽ

な
コ
も

・
．
じ
て
、
刀

一
三
フ
ミ

’
・公

と
い
っ
Ｉ
に
く
ら

・

．
．
・
ヅ
ご
．
こ
い
．
い

つ
鯛
い
け
心

・
・
ゴ
ー
．
・
で
こ

・

ｔ
Ｊ

．
こ
、
弼
．
没
・
む
れ
む
い
い
や
つ
な
ん
た
ち

よ
．
回
巡
．
ｙ
伺
そ
れ
じ
ゃ
あ
元
気
で
　
し
か
た
な
か
っ
た
ん
だ
よ
．
空
魅
な

］
に
い
・
こ
．
　
　
　
　
　
ど
こ
ん
な
．
印
に
も
っ
て
き
た
か
ら
よ
し

　
母
ら
・
ゃ
ご
．
肩
に
否
潜
・
心
、
カ
Ｊ
め
に
や
れ
ぱ
Ｕ
わ
ざ
忿
λ
な
か
っ
た

ご
．
趾
‐
こ
．
・
削
・
宍
几
兄
　
　
　
ん
だ
よ
。

　
Ａ
父
ち
ゃ
ん
Ｖ
む
れ
、
あ
ん
ま
り
、
し
か
し
お
れ
は
一
か
Ｉ
い
か
・
り
闘
い

忙
．
‥
・
ぶ
『
ら
ず
に
、
４
行
ば
７
り
や
っ
で
に
た
え
ら
れ
４
か
っ
た
ん
だ
な
．
入
一

こ
・
汲
な
ご
た
．
そ
れ
で
も
司
行
ね
な
ん
て
弱
い
も
ん
だ
よ
尽
．
な
ん
か
り

え
旨
に
は
詐
．
・
．
高
に
払
石
．
た
つ
も
本
に
包
い
て
あ
っ
た
け
ど
、
も
っ
と
も

今
度
は
こ
り
沓
き
物
を
兌
て
心
配
、
か

な
し
む
と
思
い
ま
す
。
か
と
つ
な
か
な
し

ま
な
い
で
下
さ
い
。
と
い
っ
て
も
無
理

か
も
し
れ
４
い
か
本
岨
、
お
れ
死
ぬ
な

ん
て
恐
・
つ
し
い
こ
・
・
妬
と
ぷ
っ
て
い
た

け
召
」
り
時
に
な
っ
て
見
る
と
″
な
り

楽
だ
自
然
に
死
ね
る
Ｊ
う
だ
、
こ
わ
く

も
な
い
し
恐
ろ
し
く
も
な
い
。
本
コ
に

自
然
だ
。
。

三
里
塚
空
港
粉
砕
／

　
　
「
空
港
を
、
こ
の
地
に
も
っ
て

　
　
　
　
　
き
た
・
・
｀
’
の
を
に
く
む
」

討
言
言
’
旧
作
・
以
ス
イ
カ
リ
ハ

ウ
ス
ふ
」
ヂ
．
’
弓
ら
ー
・
ふ
つ
に
吋
ぺ

や
Z
4
1
1
‐
‐
/
;
:
9
.
.
.
.
.
.
'
.
｡
j
1
6
9
;
j
f
父
ち

ぞ
Ｉ
？
べ
’
Ｘ
．
ふ
か
、
ガ
タ
炉
Ｊ
－
て
い

ぞ
う
だ
バ
こ
．
一
．
・
・
恚
ぶ
・
こ
ま
で
が
心

に
夕
・
ヽ
く
ジ
．

　
む
れ
い
ミ
・
コ
」
河
に
ら
父
ら
や
ん
や

丹
こ
心
に
秘
・
ふ
け
ら
れ
な
か
っ
た

な
・
ぶ
ぼ
一
心
．
ｊ
け
て
ｒ
冷
ぶ
っ

入
閣
ら
し
く
、
生
き
よ
う
と
心
っ
て
い

る
入
間
か
な
ん
て
非
人
ｕ
哨
に
あ
つ
ひ

わ
れ
る
り
か
な
．

　
本
心
に
国
家
喫
刀
と
い
う
も
り
は
恐

ろ
し
い
な
、
俘
き
．
戈
こ
す
．
心
．
白
鯉
り

生
を
と
り
あ
げ
、
た
た
き
つ
ぷ
す
り
だ

か
ら
な
．

　
い
ろ
い
ろ
Ｊ
い
た
か
り
っ
ゃ
ん
、
父

ち
ゃ
ん
、
艮
い
哺
苦
労
少
ふ
け
、
ま
た

Ａ
じ
い
ち
ゃ
ん
Ｖ
じ
い
ち
ゃ
ん
は
白
い

ひ
け
を
ニ
之
一
ミ
リ
り
ぱ
し
て
口
ひ
る

だ
け
ひ
け
が
な
く
て
そ
う
し
て
話
を
し

て
い
る
詩
が
い
ち
ば
ん
好
き
だ
。
お
れ

か
小
さ
ひ
っ
た
こ
ろ
い
つ
も
背
に
し
て

遊
ん
で
く
れ
た
と
き
く
じ
い
ち
φ
ん
。

お
れ
の
方
が
允
に
い
っ
た
ら
さ
ゼ
７
し

お
こ
る
だ
ろ
Ｉ
っ
な
。
テ
ン
ポ
ウ
セ
ン
だ

か
ら
な
お
れ
は
。
し
い
ち
ゃ
ん
は
体
に

き
お
つ
け
ｙ
尽
吉
し
て
下
さ
い
。

お
れ
は
い
つ
も
昴
っ
て
い
た
よ
。
も
し

じ
い
ち
ゃ
ん
が
死
ん
だ
ら
お
れ
は
き
っ

と
大
声
を
は
り
よ
け
で
な
く
だ
ろ
う
と

し
か
し
｀
だ
に
な
っ
ち
そ
づ
た
よ
凭
じ

い
ち
ゃ
ん
元
気
で
。
広
の
こ
学
乙
し

く
た
の
む
よ
。
ま
だ
・
仏
は
Ｍ
校
だ
？
り

大
学
に
行
く
に
し
て
も
、
つ
と
め
る
に

し
て
も
。
白
蛇
や
る
に
し
て
も
こ
れ
か
・
り

が
火
疵
だ
か
‘
り
。

Λ
広
Ｖ
し
っ
か
り
や
れ
よ
。
な
に
に
な

る
に
し
で
も
大
学
に
行
く
に
し
て
も
、

つ
と
め
る
に
し
で
も
。
白
姓
や
心
に
し
て

も
一
心
か
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ぱ
ほ
ち
ゃ

ん
や
父
ち
ゃ
ん
や
し
い
ち
ゃ
ん
か
か
な

し
ま
ず
に
す
む
な
り
。
よ
く
け
ん
か
し

た
け
ど
あ
ん
ま
り
い
い
兄
き
で
は
な
か

ぅ
た
け
れ
Ｉ
｝
。

兄
き
は
。
削
か
ら
い
な
司
た
も
り
と
以

え
よ
。
広
は
絶
対
に
泣
く
な
よ
尤
ら
ゃ

ん
は
自
然
に
行
く
か
ら
。
父
ち
ゃ
ん
母

ち
ゃ
ん
、
じ
い
ち
’
ん
を
大
切
に
し
て

改Ξノ宮文男君

お
れ
の
分
ま
で
め
ん
と
う
Ｑ
で
く
れ
、

そ
う
し
て
ず
う
っ
と
生
活
し
て
い
っ
て

く
れ
や
、
た
の
ん
だ
よ
。

父
ち
1
7

1
4
1
7

j
い
ら
ゃ
ん

広
、
本
当
に
す
ま
な
い
Ｉ
し
か
し
お
れ

は
ま
っ
た
く
遍
慢
ま
で
み
ん
な
に
迷
惑

か
け
て
ば
か
り
い
た
よ
な
。

母
ち
ゃ
ん
今
か
ら
は
心
配
か
け
な
い

よ
。
父
ち
ゃ
ん
、
体
を
大
垠
に
、
あ
ん

ま
り
無
揃
し
ね
え
で
く
れ
や
。

じ
い
ち
ゃ
ん
、
さ
い
な
ら
ぬ
、
さ
い
な

ら
、
み
ん
な
を
た
の
む
よ
。
。
い
い
た
い

こ
と
は
山
は
と
必
る
か
、
な
か
な
か
出

て
こ
な
い
。
さ
っ
き
ま
で
、
い
ら
い
ら

し
て
い
た
か
、
な
ん
だ
か
さ
ワ
ば
り
し

た
気
扮
だ
お
れ
が
行
っ
た
ら
、
あ
り
や

ぷ
れ
た
、
覆
行
の
は
た
で
、
く
る
ん
で

く
れ
や
。
で
き
た
ら
、
み
ん
な
で
み
お

く
っ
て
く
れ
。

　
父
ら
争
ん
、
な
ら
ゃ
ん
、
蓋
労
？
け

通
し
て
す
ま
な
い
体
を
人
ぷ
に
、
広
と

一
女
疋
し
た
職
。
に
つ
・
い
て
い
な
い
政
な
ら

じ
い
な
ん
と
て
、
か
ん
は
っ
て
Ｉ
卜
‐
‐
ぱ
μ
』
ん
な
琲
で
も
や
り
こ
な
い
…
…

さ
い
。
　
　
　
　
　
　
ま
と
い
っ
た
様
な
判
決
Ｘ
を
み
る
こ
と

父
ち
ゃ
ん
は
、
や
け
を
お
‘
‐
ｊ
ｇ
い
で

一

に
よ
っ
て
明
ら
か
で
心
る
こ
入
、
こ
こ

下
さ
い
。
母
ち
ゃ
ん
心
Ｘ
し
な
い
で
下

さ
い
。
f

l
g
y
p
y

y
Q
1
ん
、

母
ち
タ
ん
、
じ
い
ち
・
ゃ
ん
、
た
の
む
よ

お
れ
だ
け
、
す
る
や
っ
て
も
う
し
わ
り

な
吋

1
1
1
¥
4
M
S
&
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g
M
9
'

I
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稼
に
生
き
つ
つ
け
て
下
さ
い
。

み
ん
な
元
舛
て

　
｝
九
七
一
’
九
・
三
十
夜
。
火
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